
 

 

 

 

愛知建築地震災害軽減システム研究協議会

木造住宅 低コスト 耐震補強の手引き 2025.3. 

 

5.参考資料 

5.1 A 工法の行政窓口及び講習会等質疑回答 

 

行政窓口及び講習会等で頂いた A 工法（本協議会独自評価工法）への質疑に対する回答を記載する。

評価が追加された場合など、質疑が不要のものを除き、毎年更新する。 

なお、本 Q&A では本協議会を「減災協」、(一財)日本建築防災協会を「建防協」、「木造住宅の耐震診

断と補強方法」を「建防協設計法」、その Q&A を「建防協設計法 Q&A」、および建防協による「一般診

断法による診断プログラム Wee2012 (Win10)」を「Wee2012」と呼ぶ。 

 

(1) 必要耐力の算出方法に関する質疑……………………………………………………........ Q&A P.1

(2) 耐力壁の評価に関する質疑…………………………………………………….................... Q&A P.1

(3) 耐力壁仕様に関する質疑……………………………………………………........................ Q&A P.4

(4) 筋かい耐力壁に関する質疑…………………………………………………….................... Q&A P.10

(5) 土壁耐力壁に関する質疑……………………………………………………........................ Q&A P.11

(6) A 工法に関する質疑……………………………………………………................................ Q&A P.13

(7) その他の質疑……………………………………………………............................................ Q&A P.35

(8) A 工法 質疑解決箇所……………………………………………………............................ Q&A P.38
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Q&A P.1 

 

(1) 必要耐力の算出方法に関する質疑 
 
Q1. 荷重組合せを考慮した必要耐力について 

①補強計画において、屋根を軽くする方法を選定されることがあるが、屋根と壁の仕様の組み合わせ

によっては、結果が変わらないケースがあるので困っているが、対策はないか。 

②葺き土の厚さによって建物の負担は変わるが、同じ建物区分で診断してよいか。 

 

評価の考え方 

 計算ルート、必要耐力の算出方法によって、建物重量のとらえ方が異なる。一般診断法では、屋根、

外壁、内壁の仕様組合せを固定して、「軽い建物」、「重い建物」、「非常に重い建物」の 3 種類の建物区

分としている。精密診断法は、一般診断法と同じ建物重量の考え方を用いる方法(精算法)、簡易荷重表

を用いて組合せは任意に算出する方法(ここでは「簡易 Ai 法」と呼ぶ)、建物仕様から重量を部位毎に

定めて告示と同じように算出する方法(ここでは「告示法」と呼ぶ)があり、3 種類の固定した組合せ以

外で重量を変更するには、簡易 Ai 法か告示法を用いる必要がある（建防協設計法指針参照）。 

計算ルート 必要耐力算出法 荷重表 

一般診断法 
・総 2階法 

・簡易重量表 

(組合せ固定) 
・精算法 

精密診断法 

・精算法 

・簡易 Ai 法 
・簡易重量表 

(組合せ任意) 

・告示法 ・部位毎設定 
 

 
A1. 回答 

①3 種類の建物区分の屋根と壁の仕様の組合せを変える場合は、精密診断法の簡易 Ai 法もしくは告示

法を用いる。 

②非常に重い建物とし、葺き土の厚さがあまりにも重いと判断される場合は設計者判断で必要耐力を

割り増す。 

 

(2) 耐力壁の評価に関する質疑 
 
Q2. 減災協と建防協の耐力壁の評価について 

同様の耐力壁仕様で減災協と建防協の壁基準耐力に差があることについて、具体的な理由があれば

教えて欲しいです。 

 
A2. 回答 

独自の試験に基づいて、減災協の他の類似工法との相対的な関係を加味して評価しているため、他

機関の評価と異なる場合がある。 
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Q&A P.2 

 

Q3. 建防協認定の合板耐力壁について 

東京合板工業組合が 12mm 合板、24mm 合板の評価を建防協で取得している。減災協の四周打ちの場

合、最大で 5.2kN/m であるが、同組合では 12mm 合板で 7.8kN/m としているものもある。同仕様のも

のも運用できないか。 

 

評価の考え方 

 建防協で認可されたものは、基本的に減災協でも使用可能としている。しかし、性能を高くするこ

とは、接合金物等周辺の使用部材の負担が大きくなることに注意が必要である。比較例として以下に

大壁及び真壁の上下あきタイプについての減災協と東京合板組合の仕様の違いを示す。 

大壁(A-004上下受材あり) 真壁(A-006上下あき) ①大壁上下あき ②真壁上下あき

壁基準耐力 kN/m 6.6 4.8

壁基準剛性 kN/rad./m 960 800

種別 - -

厚み 9mm 12mm

N50@150以下四周 木タッピングビスL30@100

仕様 90×45 アルミ不等辺アングル
9×40 t=1.5

- 30×45以上

柱留め付け 2-N75 木ビスL32@100 - N75@200以下

仕様 30×90 -

柱留め付け 2-N75 -

上開口(b)

上下受材

(四方受材)

合板留め付け

減災協 東京合板工業組合

a+b≦370

4.16

合板

下開口(a)

584

150mm以下

200mm以下

12mm

CN65@100

45×90継手受材

(胴つなぎ) 2-N75

JAS1級または2級、特類または1類

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A3. 回答 

建防協で使用可能な仕様、または評価された仕様については、建防協で認められた範囲で用いるこ

とができる。 

 

A-131 A-435 

大壁上下あき 真壁上下あき ①大壁上下あき ②真壁上下あき 

a
b

a
b

厚12

＠100

20
端

部
2
0
（端

部
）

減災協 東京都合板工業組合 

大壁(A-131 上下受材あり) 真壁(A-335 上下あき)  大壁(A-131 上下あき裏桟あり)  真壁(A-435 上下あきアルミ材下地) 
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Q&A P.3 

Q4. 建防協認定の特殊な面材を用いた耐力壁について 

構造用合板の代わりにメーカーの面材を使用する工法が多くなってきております。合板の代わりに

メーカーの面材を用いた場合、厚さ、釘のピッチ等をメーカー仕様に準じた基準に従ってよいのか教

えてほしいです。また、変更しても壁基準耐力が変わらないのか教えてほしいです。 

 
A4. 回答 

各種耐力壁の評価を他の面材・仕様にて適用することは不可である。メーカー仕様はメーカーの設

計ルールに従うこと。 

 

Q5. 片面に接合した 2 重の耐力要素について 

構造用合板の上に石膏ボードやサイディングを張った場合に壁基準耐力の足し合わせはできるか。

私はできないと考える。根拠は Q&A(建防協 Q7.4)に合板の二重張りを有効としないとの回答がある。 

 

評価の考え方 

2 重に耐力壁を配置した場合、釘接合部の性能を担保できない。 

1
5
0

1
0
0

7
8

 
 
A5. 回答 

建防協 Q&A7.4 通り、直接軸組みにとりついた面材を評価することとし、重ねた面材は評価不可と

する。 

 

Q6. 接着剤を用いた耐力壁の性能評価について 

真壁の土壁耐力壁に 4mmベニヤを樹脂ボンドで接着し、フィニッシュネイルを打って仕上げる場合、

耐力は向上しませんか。 

 
A6. 回答 

現場でのボンドとフィニッシュネイル接合は現状評価がないことから、耐力壁とすることはできな

い。評価が必要であれば適切な試験を行い性能評価の申請が必要となる。 

 

内側の釘 

外側の釘 
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Q&A P.4 

Q7. 保有耐力評価に関して 

基準耐力を 10.0kN 以上とする場合はいかなる補強でも無理ですか。 

 
A7. 回答 

精密診断法を用いる場合は 14kN まで可能である。 

 

Q8. 建防協認定の補強工法について 

風呂場の高基礎も繊維補強できるか。 

 
A8. 回答 

可能と思われるが、高基礎部がコンクリートの必要性能を満たすように繊維補強設計をする必要が

ある。 

 
 
(3) 面材耐力壁仕様に関する質疑 
 
Q9.継手受け材-柱接合部について 

胴つなぎ（継手受材：30×90）N75 上下打ちが現場では手間がかかります（自動釘打ち機では胴つ

なぎ（継手受材）が割れる為、下穴処理後に手打ちになる）。そのため、ほとんど使っていません。造

作用の釘等では NG でしょうか? 若しくは同等長のビスではどうでしょうか?  

 

評価の考え方 

 継手受材と柱間は大きな力が作用しない接合部であるが、ビス及び造作用の釘は性能が不明の場合

が多く、釘 2-N75 で固定した場合と同等の性能を確保することは難しいと考えられる。特に上下受材

は、柱から面材に力を伝える必要があるため、性能が不明なものを用いてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A9. 回答 

上下面材を一体化させるための継手受材と柱の接合部には大きな力は作用しないが、ビス・造作用

の釘は規格値が不明の場合が多く、性能差が大きいため使用不可とする。 
 
 
 

継手受材 

面材 
上下受材 

両端それぞれ 2-N75 以上で固定 

上部あき 

面材 

継手受材(面材間を繋ぐ材) 

両端それぞれ 2-N75 以上で固定 
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Q&A P.5 

Q10. 四方受材について 

図面には上下に受材及び釘表示がないのですが、四方受材 30*40 と説明書きがあります。 

上下及び合板継手に受材（30*40）必要でしょうか？土塗り壁の時、どのように解釈すれば良いでし

ょうか？ 

 

仕様 

 
 
A10. 回答 

柱、横架材に取り付ける受材を四方受材と定義している。A-433 は柱のみに四方受材が付く仕様とな

る。 

 

Q11. 受材寸法について 

1 つの壁で両側から補強する場合、裏桟受け材はそれぞれで必要寸法のものを取り付けますか？ 

それとも、兼ねてもよいのでしょうか?たとえば 30*90 の受け材が必要な場合 90*90 を 1 本入れ、両

面から合板を張るやり方でもよろしいですか? 

 

考え方 

 各工法は、片面の仕様で設定されており、両面に裏桟が必要な仕様を配する場合は両方に同じもの

を用いることが原則です。しかし、納まりの都合上、それぞれを施工することが困難な場合は両方を

足し合わせた寸法以上の寸法の部材を用いることも考えられます。ただし、釘の埋込長さなどが異な

ることから釘による割裂きなどが発生しないようその寸法を考慮した仕様としてください。 

 

 
 
A11. 回答 

足し合わせた必要寸法を満たしているようであれば、兼ねての利用でも問題ない。ただし、横架材

又は土台への本数は倍となる。 

通常仕様 まとめた部材 

特記なき限り、 
四周に配する受材は 
すべて四方受材 
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Q&A P.6 

Q12. 面材を貼る面に凹凸がある場合について 

①柱と横架材の出面が異なる場合は 5mm もしくは 9mm 程度なら添え材若しくはパッキンを当てて良

いか。 

②面材を貼る面に凹凸がある場合について A-111 以外 

 の大壁仕様にも適用し、各壁基準耐力の低減がない 

 ことでよいか。 

③柱、土台、梁等の面が違う場合、木材をボンド付け 

 して面をそろえた場合に低減は必要か。 

 

評価の考え方 

 パッキンを用いると釘と木部のめり込みの他に、パッキンと木部、パッキンと面材間のズレが生じ、

変形量が増大し耐力低下を及ぼす可能性がある。 

※パッキンとは、ゴムのような樹脂素材で、塵やほこりが室内に入らないようにするための溝埋め材のことを指す。 

 

 

 

 

 

 

 

添え木を用いる場合は、既往の試験（面材と柱梁の間に胴縁をはさんだ試験体）の結果を参考とす

る。添え木が薄い場合(15mm 以下)は、釘接合部の挙動は胴縁をはさんだ際と異なり添木部分での変形

は微小であることから性能は低下しないと考えらえる。 

 

 

 

 

 

       壁基準耐力 壁基準剛性 

A-111 5.2kN/m 730kN/rad./m 

A-111 試験値 5.52kN/m 1083kN/rad./m 

M-7 試験値 5.76kN/m 797kN/rad./m 
 

 
A12. 回答 

添え材としてパッキンを用いてはならない。添え木を用いる場合は胴縁程度の厚さ 15mm 以下とし、

A-111 と同等として評価できる。他の A 工法についても適用は可能である。また、施工しやすくする

ため、添え木を接着剤・釘で柱・梁に仮固定することは可とする。なお、留め付ける釘の埋込長さは、

添え板厚を除き柱梁への埋込長さが通常時と同じように担保できるようにしてください。 

面合せのパッキンを設けた場合 

P

面材のずれ 

P 

面材のずれ 

パッキン

のずれ 

既往の試験結果 
胴縁を介し@150 で留め付けた試験体。 

添え木を用いると添え木により釘の 2 面せん断となるが、耐

力は通常の合板と同程度出ており、剛性が多少低くなる傾向

があった。 
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Q&A P.7 

a
b

Q13. 梁が野物の場合の壁補強について 

受梁（90×90 程度）を新たに整備して、フレームを構成していいですか。また、接合金物は、野物

部分でいいですか。 

 

評価の考え方 

 野物の梁に受材をかさ上げ材として留め付けることは可能である。ただし、野物と受材の接合方法

はかさ上げルールに準拠する。受材が大きいと釘長さが不足するので受材を分割するなど注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A13. 回答 

野物に受材をかさ上げのように取りつけ耐力を評価する場合は、かさ上げルールに準拠する。柱接

合金物は、野物に留め付けること。 

 

Q14. 大壁裏桟なしの面材配置 

12mm 構造用合板 裏桟なしとなっていますが. 3×9 板又は 3×10 板を使用する事ですか？3×6 板

の構造用合板裏桟なしで施工しても構わないのですか？ 

 
A14. 回答 

合板は上下別れていても良いが、裏桟なしの仕様の場合は工法で表示した面材枚数以下で配置する

こと。 

 
 

 

 

かさ上げ寸法  
a+b≦370mm 

かさ上げ材 
90×45mm 以上 

かさ上げ用釘 
N90、または同等長ビス 

（横架材、かさ上げ材に対

して） 

野物+受材の場合 

金物設置箇所 

かさ上げルール 
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Q&A P.8 

Q15. 合板の分割について 

①各メーカーが提供している上下あきタイプと同様に横桟（継手受材：30×90）を使用し（見付 90）、

構造用合板は 3 分割（H90×2、残り現場合せ）すると基準耐力はもう少し大きくなる可能性はない

でしょうか。 

②合板 2 枚張りと合板 1 枚張りでも耐力は同じでしょうか。 

 

評価の考え方 

 下記算出例より、面材 2 枚の場合に比べ、面材 3 枚の場合は壁基準耐力が向上し、壁基準剛性が低

下する傾向にある。 

『算出方法：「木造軸組構法住宅の許容応力度設計」（公財）日本住宅・木材技術センター編に記載された面材張り大壁

の詳細計算法』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A15. 回答 

詳細計算法によれば、面材のサイズ及び枚数によって基準耐力が増大し、基準剛性が低下する可能

性はある。A 工法は原則として試験により評価しているため、裏桟を用いて四周を固定する場合は 3

分割までは分割による評価値は変わらないこととし、1 枚張りとした場合も同様に扱う。 

上部あき 

下部あき 

上部あき 

下部あき 

上部あき 

上下受材 上下受材 

上下受材 

継手受材 

上下受材 

2
7
0

6
1
0

9
1
0

9
1
0

6
0

3
0
0
0

910

2
7
0

2
43
0

6
0

3
0
0
0

910

2
7
0

6
1
0

18
2
0

6
0

3
0
0
0

910

下図の寸法の大壁耐力壁とし、面材は 12mm、釘は横桟も含め四周に N50@100 とした。A）面材 1 枚、

B）面材 2 枚、C）面材 3 枚として、面材張り大壁の詳細計算法を用いると以下の結果が得られる。 

 

A）面材 1 枚    B）面材 2 枚    C）面材 3 枚 

壁基準耐力=6.23kN/m   壁基準耐力=5.59kN/m   壁基準耐力=5.77kN/m 

壁基準剛性=1363.8kN/rad./m    壁基準剛性=1080.6kN/rad./m  壁基準剛性=926.9kN/rad./m 

算出例 
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Q&A P.9 

Q16. 同一真壁ちりの構造用合板 2 枚補強について 

真壁で、柱～壁のチリが 30mm ある場合に同一面に 2 セット施工することは有効ですか？ 

 

評価の考え方 

 30mm と細いちりの範囲内に釘・ビス接合部が集中すると、釘・ビスによる断面欠損が集中するこ

とで、局部的な予期せぬ破壊が生じる可能性が高い。 

 

 
 
A16. 回答 

真壁で片側ちりに真壁おさまりの耐力要素を 2 セット設けることは、柱のちりへの応力集中を招く

ため不可とします。 

ち
り
30mm

土
壁

ち
り

柱or横架材
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Q&A P.10 

(4) 筋かい耐力壁に関する質疑 
 
Q17. 筋かい耐力壁の断面寸法について 

①筋かいのサイズが 30×90、45×90、90×90 とあるが、真壁にも対応できる様に 75×90 でも試験し

て欲しい。 

②75×75 の筋かいは二ツ割筋かいと同等で評価してよいか。 

 
A17. 回答 

①要望として承った。 

②良いと思われるが、筋かい金物には 90×90 相当を用い、N 値計算も 90×90 の筋かいとして評価す

る。 

 
 
Q18. 筋かい端部の切欠きについて 

柱接合金物を取り付けるために筋かいの端部を切断しなくてはならない場合、筋かいは引張に対し

ては耐えると思うが、同様に圧縮にも耐えられ、切断していない状態と同じ耐力が出るのか、またど

のくらい低減された耐力となるのか、試験して欲しい。 

 

評価の考え方 

通常、筋かいの圧縮抵抗は木部のめり込みで抵抗する。筋かい端部を切断すると、圧縮力を金物が

負担することとなるが、筋かい接合部金物は剛性が低く、また偏心して取り付けられているため、回

転してしまい軸方向のみに力を伝達することができないことから性能が低下すると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 
 
A18. 回答 

直接柱梁を押すことができず圧縮力を伝達できないため、筋かい端部の切断・切り込みをしてはな

らない。 

 
 
Q19. 筋かい断面の不足について 

三ツ割の筋交いであった箇所が壁を解体すると 27or28×90 であった場合に、接合部Ⅰで補強したと

すると、30×90 金物有と考えてよいか。 

 
A19. 回答 

木痩せによるものと考えられるが、接合部を補強する際に 30×90 に取り換えることを推奨する。 

通常の場合 端部を切断した場合 

めり込み 

めり込み 
せん断 
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Q&A P.11 

(5) 土壁耐力壁に関する質疑 

Q20. 土壁と筋かいの併用について 

評価済の一部プログラムに筋かいの存在する土壁は塗厚が 1/2 程度になるものがあります（ホームズ

君：40~50 で 0.98kN/m）。筋かいが土壁の片面に埋っているケースもあるので、これは理解できるので

すが、一般診断法ではそのような考え方は NG でしょうか。例えば片側のみ土壁を削っても反対側は

残っていれば、評価可能でしょうか。 

また、ホームズ君を使用した場合、三ツ割筋かいが入っている土塗壁は片面塗の数値を入れないと

エラーが出ます。ソフトメーカーに聞くと、建防協認定時に指摘されて直したとのことですが、建防

協が出版している本にも書いてなくて、Wee2012 版にも土塗壁片面塗数値がないのですが、筋かいの

入った土塗壁は片面塗の数値になるのでしょうか。また、片面塗の数値はいくつになるのでしょうか。 

 

評価の考え方 

 建防協設計法 資料編 P.146 の表に記載された耐力要素の仕様例を下表に示す。土壁の上 2 項目は補

強無しの場合の診断用、下 2 項目は補強耐力要素と評価できるが、土壁片面塗は評価基準に含まれて

いない。ただ、壁倍率が規定されたもの（大臣認定）であれば評価対象であり、建築基準法施行令第

46 条の仕様の片面土壁は 1.0 倍（1.96kN/m）として評価可能であると考えられる。 

種別 「工法仕様」の名称 寸法 接合部等 計算適用区分

塗厚40mm以上
50mm未満

両面塗総厚40mm以上
(荒壁25mm以上、中塗り8mm以上)

壁厚50mm以上
70mm未満

両面塗総厚50mm以上
(荒壁30mm以上、中塗り10mm以上)

壁厚70mm以上
90mm未満

両面塗総厚70mm以上
(荒壁40mm以上、中塗り15mm以上)

壁厚90mm以上
両面塗総厚90mm以上
(荒壁50mm以上、中塗り15mm以上)

土塗り壁

診断のみ

補強計算も可

貫3本以上
@910mm以上

 
耐震改修において両面土壁を片面土壁に削った場合は、木舞への定着が減少し反対側の片面土壁が

落ちる可能性が考えられ、性能が担保されないため評価しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A20. 回答 

筋かいが片面に埋まっている場合は、残った土壁厚さで土壁を評価する。ただし、既存土壁の片面

を木舞まで削り取る場合は、補強計算時に評価してはならない。 

木舞 

片面 

土壁無し 

片面のみ 

土壁 

筋交い 

断面 

筋かい部以外 

両面土壁 

筋かい 

断面 筋かい部 

のみ削る 

土壁 

両面塗りから片面塗りの場合 
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Q&A P.12 

 
Q21. 土壁の削り厚さについて 

過去 Q&A で既存土壁に筋かいを取り付ける際、一部を削り取る場合は評価してはならないとありま

すが、構造用合板で真壁の受け材を取り付ける場合も、一部を削り取るのであれば同様に評価できな

いと考えるのか。もし、低減して土壁を評価することが可能であればその数値はいくつか。 

 

評価の考え方 

 過去 Q&A のように片面のすべてを削り取る場合、筋かい部のみ木舞まで削り取る場合については残

った土壁の剥落の可能性があるため評価してはならない。部分的に片側を 20mm 以上残して削り取っ

た場合は反対側との一体性が保たれていると思われるので、残った厚みで評価する。 
 
A21. 回答 

土壁の残存した厚みが片側 20mm 以上であれば、残存した厚みの土壁として評価する。 
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Q&A P.13 

(6) A 工法に関する質疑 
Q22. A 工法の面材変更について 

補強方法各種（A-111 や A-112、A-131 等の構造用合板 t=9 ㎜以下の仕様）について各評価書中の「構

造用合板」は国交省告示 490 号による「構造用 MDF（JISA5905-2014）」に変えて採用することは可

能でしょうか。※桟木や釘等の要件は記載通りに施工します。 

 
A22. 回答 

使用面材と留付ける釘等の組み合わせによって性能が大きく異なるため不可とする。 

 
 
Q23. 構造用合板の面材厚について 

主要構成部材の仕様の項目では、「構造用合板 厚 9mm 以上」や「構造用合板 厚 12mm 以上」と「以

上」という記載があるため、例えば、本質問のように A-300 シリーズで構造用合板 厚 12mm を使用

することや A-400 シリーズで厚 15mm をしようすることは問題ないでしょうか。各シリーズで使用で

きる厚みの範囲等ありましたお教えいただきたいと思います。 

 
A23. 回答 

Ａ工法では、9mm の構造用合板と 12mm の構造用合板の 2 種類の仕様から選択できるように試験

を行ったうえで構造性能が評価されており、同じ仕様での運用を原則とするが、規定より厚い構造用

合板で利用する場合には釘の埋込長さが変化しないなど危険にならないように適宜設計して運用する

こと。 

 
 
Q24. 上下あき工法と併用できる一般工法について 

上下空き仕様（例えば A-435）に組み合わせる耐力要素として W-017i ガーディアン工法「制震補強

壁ガーディアン・クール工法」のガーディアン・クール C2 を併用することは OK でしょうか。 

 
A24. 回答 

メーカー工法では、柱脚金物や柱の止付け等で工夫されているものが多くある。それぞれの壁の耐力

に影響がないと判断できる場合は、設計者判断で併用する等、設計すること。 

 
 
Q25. 補強壁となる両端の柱仕様について 

補強壁となる両端の柱仕様について、無垢材ではなく集成柱でも同様の耐力が見込めるものと判断し

てもよいでしょうか。  

 
A25. 回答 

A 工法の試験は、スギ E70 材 90mm 角の柱材を用いて試験している。同等以上の性能があるか判断し

たうえで適切に設計すること。 
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Q&A P.14 

Q26. A 工法の通し柱について 

補強したい壁の構成（土台、柱、梁）が柱勝ちの場合に、A 工法を使用できるか？使用できる 

場合、柱頭柱脚金物は、どのように考えたらよいのか？ 

 
A26. 回答 

柱頭柱脚金物は N 値法に準じて設計できれば問題ない。通し柱の部分は金物によって連結されている

ものと考え、梁は脱落しないように引張金物にて適切に留め付けること。 

 
 
Q27. 穴あきルールに関して 

穴あきルールですが、A‐234・A‐242・A‐244 には適用できませんか？ 

 
A27. 回答 

各区画が受材と釘で囲まれているため、適用してよい。 

 
 
Q28. A-111 構造用合板の角欠きルールについて 

①大壁仕様で、合板を貼る構面に直交した構面がある場合、右図のよう 

 に直交する梁、土台の部分は合板を貼ることができないが、これは切欠 

 きには該当せず、壁基準耐力は 5.2kN/m として良いでしょうか。 

②A-111 以外に、A-111 カ、A-111 マ、A-213、A-222、A-223、A-273 にも 

 適用し、各壁基準耐力を 0.9 倍した値を用いることができるか。また、 

  A-111 片側受材仕様にも、壁基準耐力を 0.9 倍した 4.5kN/m を用いることができるか。 

 

評価の考え方 

 構面に直交するように構面があり、直交側を面材張り大壁耐力壁としない場合は、面材角部を切欠

いた面材耐力壁とすることができるが、面材角部の釘接合部は最初に降伏耐力に達する釘接合部であ

り、初期剛性・耐力に影響するため、耐力評価の低減が必要であると考えられる。また、他の A 工法

で 1 枚の面材が大きい場合や裏桟がない場合は面材の挙動が不明であるため、試験をして性能を確認

する必要がある。例として、『算出方法：「木造軸組構法住宅の許容応力度設計」（（公財）日本住宅・

木材技術センター編）に記載された面材張り大壁の詳細計算法』を用い以下の条件で評価した結果を

示す。 

24
30

910

24
30

910  

構造用合板 t=12mm 

2430×910(1 枚貼り) 

釘接合部 N50@100 
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Q&A P.15 

 壁基準耐力 

（kN/m） 

壁基準剛性 

（kN/rad./m） 

欠損なし 6.38 1399.1 

角欠き 6.04 1320.1 

比率（欠き/なし） 0.95 0.94  

 
A28. 回答 

角部を切り欠いた場合の評価値は、多少の耐力低下があるため低減係数α=0.9 とする。また、検討

は基本的な大壁についてのみ行っているため、A-111、A-111(カ), (マ)、(タ)のみ適用とし、その他の A

工法には適用することは不可とする。 
 
 

Q29. A-111 構造用合板の角欠きルールについて 

①角欠きの切り欠いても良い寸法は何㎜まででしょうか？直交する横架材の梁成が 300 ㎜や 360 ㎜等

と大きい場合もありますが、何㎜まで切り欠いても良いのでしょうか？ 

②記載されている例が A-213 の 1 枚張りと同じなので A-213 については適用可能ではないでしょう

か？A-111 のみの適用ですと、土塗壁がある壁や補強時に筋かいを併用したい場合に使用できなく

使い勝手が悪いです。 

 
A29. 回答 

①切り欠き寸法は、性能が低下しない範囲として釘 1~2 本程度を想定し、欠損がない場合に対して全

体釘本数が不足しないよう切り欠き近傍に適切な端あき距離を取ったうえで施工すること。 

②A-213 や分割した面材の切り欠き等については、今後の検討課題とする。 
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Q&A P.16 

Q30. 部分開口真壁「かさ上げ」工法について 

同一壁において他の構造用合板補強工法（A-335,435 上下あき工法等）との併用が可能であるか（そ

れぞれの壁基準耐力を合算可能かどうか）。 

 

評価の考え方 

片面が上下あき、片面はかさ上げとした場合、それぞれ独立して力を土台に伝達できるため加算が可

能と考えられる。 

A-335,435

b b
aaa

b

A-334  
 
A30. 回答 

片面をかさ上げ、片面を上下あき等にする場合は壁基準耐力の合算は可能である。 
 
 
Q31. 部分開口真壁「かさ上げ」工法と「上下あき」工法の併用について 

「床側のみ嵩上げし上部梁側は嵩上げしないで柱、梁に合板を固定する場合」、その逆で「床側は上

げなし、梁側はかさ上げありの場合」には、「A-134 大壁かさ上げ工法」と同等の評価をしてもいいで

しょうか。また、「床側を嵩上げし上部梁側は“あき”とする場合」、その逆で「床側は“あき”とし、

上部梁側を“かさ上げ”する場合」は、「Ａ-232 上下あき工法」と同等の評価は可能でしょうか。 

 

評価の考え方 

 

a

A-134

a

A-232

b

 
 
A31. 回答 

かさ上げは床側のみでも梁側のみでもよく、かさ上げと片側あきの併用は可とする。 
 

留め付けない。 

かさ上げルール 

そのまま 

かさ上げと開口合せ

て a+bの範囲内であ

れば可 
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Q&A P.17 

Q32. かさ上げ材の納まりについて 

①かさ上げ材は 90×45 以上となっているが、特に真壁の場合、幅 90×高さ 45 の部材では施工は無理

なのではないか。つまり一般的な柱の寸法 105 の場合、片面のチリが 12、ボード厚が 9mm とすると、

12*2+9*2=42 となり 105-42=63mm が部材取付の有効な空間となるはずである。よって 63＜90 となる

ので幅 90 では施工が困難となります。幅を 45、高さを 90 としても良いのか？また、かさ上げ材を

45×45 を 2 段で両面としてもいいか。 

②かさ上げの留め付けピッチは。かさ上げ仕様の図のように本数を打つと材が割れる。接着剤を併⽤

して⾏っていいか。 

 

評価の考え方 

  
 
A32. 回答 

①真壁かさ上げ仕様は、90x45 の受け材を用いる形であり、かさ上げ材の上に面材が納まる。かさ上げ

材の幅と高さを入れ変えるのは不可とする。また、45×45 を 2 段以上重ねてかさ上げ材として利用

することは、土壁との納まりを考慮すると性能を担保できない可能性が考えられるため、不可とす

る。 

②接着剤を併用することは可とする。留め付けは実験及び大壁より「受材 N90@(かさ上げする耐力壁の

釘ピッチと同じ)千鳥打ち」とする。 
 
Q33. かさ上げ工法の金物設置について 

①かさ上げをする場合、かさ上げ最上部では柱間にかさ上げ材が敷かれているものとするとあります

が、かさ上げ数が少ない場合、金物を使用するときに最上部を欠かざるを得ない状況が起こりそうで

すがいかがでしょうか？ 

②また、最上部を金物分だけ欠き、最上部が柱に一部接する状況は不可でしょうか？ 

 

評価の考え方 

a

    

a

 

105 ⾓ 

両側合板に必要な⼨法 
例)60×40 等 

合板 9mm 厚のとき 
60+9×2=78mm 
⇒受材に留め付けるため真壁納まり可能 

床下は 
90×45 
で ok 

⼟壁 
合板 

かさ上げ材 45×45 
受材 30×40 以上 

最上段が連続 

していない 

最上段が連

続している 
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Q&A P.18 

 
A33. 回答 

①かさ上げ材を切り欠くことにより、面材耐力壁の釘本数を確保できないこと、すべてのせん断力をか

さ上げ材を介して土台に伝達するのは困難である。かさ上げ材の積み上げ本数を増やし、かさ上げ材と

柱材が連続する箇所を面材端部として釘を留め付けること。 

②また、最上段のかさ上げ材の一部を欠損させるとかさ上げ材に生じる軸力伝達に影響が生じるため不

可とする。 
 
 
Q34. かさ上げルールについて(R6) 

① P.27 にかさ上げルールの図が４つ示されていますが、評価シートでは A-134 と A-334 しかありませ

ん。それぞれ、「大壁 １間横使い 四周打ち仕様→A-222 にかさ上げ材を使用した工法」「真壁 裏

桟なし仕様→A-413 にかさ上げ材を使用した工法」と解釈すれば良いでしょうか。 

② A-213 もかさ上げルールの対象でしょうか。 

③ かさ上げルールを使用した工法と筋かいの併用は可でしょうか。筋かい金物は２面施工のものを使

用します。 

 
A34. 回答 

① かさ上げは一定寸法以下で埋めてあれば可としており、上下あき工法でなければ適用可能である。 

② 対象である。 

③ 筋かいは併用不可とする。 

 
 
Q35. A-131, A-223 の外壁改修への適用について 

①耐震補強計画により劣化度 1.0 にすれば評点が 1.0 以上になる。よって外壁にて処理を計画していま

すが、軒天仕上げをそのままにして上下あき仕様(α=0.7)を採用したいのですが如何ですか。 

②外壁まわりのサイディング張り壁方式構造用合板下張で上あき仕様では認められませんか。 

 
A35. 回答 

①認められる。ただし、一般診断法の劣化度は 0.9 が上限となることを留意する。 

②認められる。ただし、サイディング耐力は診断専用であるため、補強設計では用いることができな

い。 

 

Q36. A 工法構造用合板 24mm 仕様について 

 24mm の構造用合板を用いた耐力壁の仕様書は、減災協にもあるか。 

 
A36. 回答 

減災協では 24mm 構造用合板の仕様で試験・評価を行っていない。なお、24mm 構造用合板を用いる

と 9mm や 12mm に比べ高い耐力を有するが、周囲の柱梁接合部や基礎の補強が必要となる。 
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Q&A P.19 

Q37. 開口部寸法について 

①壁に対する開口寸法が定められた範囲（370mm 以内）で 

 あれば、上だけ開口（土台へは合板釘打ち）下だけ開口 

 （梁には合板釘打ち）という考え方は NG でしょうか。 

②また、「押入」の場合、上・中・下の開口寸法の合計 

 （770mm）を真ん中に持ってくるのは NG でしょうか。 

 

評価の考え方 

 壁に対して部分開口の寸法が定められた範囲であれば、上だけ、中だけ、下だけの開口とすること

は下記開口ルールの範囲内で可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開口許容範囲をまとめて中（最大 770mm）に配置することは、独立柱部が長く変形が大きくなり、

壁全体の剛性が低下すると考えられる。既往の大開口の試験体（下図）では、性能が大きく低下した

ことから不可とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A37. 回答 

部分開口を 1 箇所だけに設けることは、開口ルールの範囲内であれば可能である。しかし、複数の

部分開口を 1 か所にまとめ、通常範囲（上下開口和≦370mm,中央開口和≦400mm）を超える大きな開

口を設けることは不可とする。 

 
 
 
 
 

既往の大開口試験体 

低減率α=0.72 

α=0.55 α=0.81 

部分開口ルール(A-161,A-465) 

a
b

d
c

部分開口：ａ+ｂ≦370mm 

ｃ+ｄ≦400mm 

それぞれの構造用合板高さ 400mm 以上 

a
b

d
c

厚12

＠100

20
（端

部
）

20
（
端
部
）

20
2
0

20
2
0

（
端
部
）

A-161 A-465 
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Q&A P.20 

Q38.上下あき工法の片側だけあきの場合の受材について(R6) 

「上だけ開口（土台へは釘打ち）」という施工した場合は上下受材の下側を省略しても良いでしょう

か。また、その逆の「下だけ開口（梁には合板釘打ち）」という施工した場合は上下受材の上側を省略

しても良いでしょうか。  

 

評価の考え方 

a
b

a+
b

a+
b

上下受材 下受材省略

上下受材

上受材省略

上下あき工法(裏桟あり) 上下あき工法(裏桟あり)
上あき

上下あき工法(裏桟あり)
下あき

⇒

 
 
A38. 回答 

省略は可とする。 

 
 
Q39. 差し鴨居がある場合の補強方法について(R6) 

差し鴨居がある場合の大壁の補強はどのようにしたらいいでしょうか。 

 
A39. 回答 

大壁に差鴨居考慮した A 工法はありません。 

継ぎ手受材として見られる場合は大壁仕様の 

耐力壁として評価してください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇒

差し鴨居
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Q&A P.21 

Q40. 上下あき真壁仕様の低減係数について 

評価シートには無いのですが、よく外壁に小庇が連続して取り 

ついている場合、外壁を剥がし土台、柱、梁、桁が見えている 

とき、小庇を壊さず、小庇の部分を開口にして、小庇より下の 

部分の土台・柱に 12mm 合板を張り、また 小庇より上部分の 

柱・梁・桁に張った場合どのような評価になるのでしょうか。 

小庇部分の開口は 20 ㎝くらいになり、小庇上下には裏桟を入れ 

ます。間柱は、小庇があるので入れることができません。どの 

評価シートを参考に低減を考えたらいいのでしょうか。 

 

 

評価の考え方 

 通常の考え方としては、開口寸法として考える必要があるが、上下垂れ壁補強を連続で行った場合

は、梁と同等と考えられることから、かさ上げ仕様と同等の上下あきとして評価することも可能と考

えられる。 

 

 

 
A40. 回答 

小庇で分断されるため、A-263 押し入れ仕様と評価する。小庇上部を連続して垂れ壁補強する場合は

「かさ上げ仕様」と同等とみて、小庇あき高さを上あきとした A-232,234 の上下あきシリーズとして評

価すると良い。 

垂れ壁 
合板補強 

A-234 等 
合板補強 

小庇：上下あき

370mm 以下 
(200mm 程度) 
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Q&A P.22 

大壁側がより固く、受材側

の力は面材が受ける 

Q41. 大壁入隅 A-111(カ),(マ)仕様の納まりについて 

大壁仕様を入隅で使用する際、縦受桟（四方受材）を使えるようにして欲しい。その際、受桟（受

材）は 30×40 の N75 or N90 @200 程度が望ましい（45 角は土壁を犠牲にしなければならない）。ま

た、片側大壁とし、片側を大壁の上に受材を設けることは可能か。 

 

 

 

 

 

 

 

評価の考え方 

 現在、減災協で認可されているＡ工法で、四方受材（45×45,N75@150）を用いる仕様は真壁である。

入隅は真壁と同じ納まりとなるため、大壁仕様でも片側が受材納まりの場合は、大壁、真壁の評価の

うち低い耐力・剛性の値を用いることが考えられる。受材については、昭 56 年建告 1100 号第 1 項の

3 に同仕様（受材 30×40 以上 N75 以上@300 以下）の真壁で壁倍率が評価されている。しかし、両側

真壁仕様（受材仕様）とした場合は受材と受材留め付け釘及び面材のはしあきの納まりに問題がある

ため試験が必要である。また、片側大壁に対し、受材を大壁の上から打ちつけ真壁仕様とする納まり

（下右図）は、受材 30×40 以上 N75 以上@150 以下でも納まると考えられるが、受材側のせん断力を

面材が直接受けるため耐力は低下すると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 
 
A41. 回答 

入隅部で四方受材（奥行 30×見付 40 N75@150 以上で柱に留め付け）を用いた場合についての納ま

りと、評価は A-111(カ), A-111(マ)としている。また、片側を大壁とし、片側を大壁の面材上に受材を

設置し真壁とした場合は、耐力が低下する可能性があるため不可とする。 

 

 

 係数 α 壁基準耐力 壁基準剛性 

対象壁勝ち A-111(カ) 1.0 5.2kN/m 730kN/rad./m 

対象壁負け A-111(マ) 0.8 4.16kN/m 584kN/rad./m 
 

 

縦受材(四方受材) 

を設けたい 

両側が大壁であると、

入隅は納まらない 

大壁入隅部(両側真壁仕様) 

A-311 
四方受材 

奥行 30×見付 40 

N75@150 
と同じ納まり 

合板角にスペース

を設けない 

×大壁入隅部(大壁に受材) 

対象壁勝ち 対象壁負け 
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Q&A P.23 

Q42. 入隅工法の低減率について 

A-112 や A-113 の対象壁勝ち、対象壁負け、対象壁単独の耐力壁において、A-111 の「勝ち」、「負

け」、「単独」それぞれの低減率αの値を、A-112 や A-113 の壁基準耐力にかけることで、算出できま

すか？ 

 
A42. 回答 

A-112,A-113 については、入隅仕様の試験を行っていないため係数αを考慮して性能を評価不可であ

る。 
 
 
Q43. 連続する A-213 の中央柱を間柱とした場合について(R6 追記) 

① A-213 裏桟なし構造用合板 12mm で 1 間幅の場合、中央に間柱(受材)を入れれば A-213 として計

算してもいいか。また、中央の間柱を 90×30 を 2 本配置する事で、変えることは可能でしょうか。 

② 適応ルールは A-213 限定でしょうか。また、その他の制限や両面補強の場合の間柱の併用、真壁

工法の利用は可能でしょうか。 
 

評価の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
A43. 回答 

① 可とする。ただし、間柱への釘の端あきに注意する。また、材を分割する場合は柱とする部材が一

体となって挙動するように、N75@150 以下で緊結すること。 

② 左右の壁が同じ長さ(半間)の大壁仕様のみとし、上下あき、入隅・単独壁、真壁工法への適用は不

可とします。また、両面補強には使用しないでください。 

A-213 A-213 
間柱 

釘-間柱端あきを確保 端あき不足 

→OK →NG 

A-213 A-213 
間柱 

釘-合板端あきを確保 

A-213 A-213 
間柱 

釘-間柱端あきを確保 

→OK 
釘-合板端あきを確保 

ただし、一体となるよう

に N75@150 程度で固

定する。 

面材間の継手間柱の寸法は、 
「木造軸組工法住宅の許容応力度設計 2017
年版①」P.61 解説のうち、昭 55 建告第 1100
号の面材梁耐力壁が連続する際の条件の①

にて、「面材の継ぎ目には継手間柱(鉛直荷重

を支持しない 4.5cm(見付け)×9.0cm(奥行

き)以上の断面を持つ間柱)を設ける」を参考

として検討している。 

― 288 ―



Q&A P.24 

 
Q44. Q&A32 中柱分割の上下あき適用について 

Q&A33.と同様に、A‐234 も同等として評価できますか？ 

 

評価の考え方 

上下あきがある場合、柱に曲げが生じることから、柱の折損が発生する可能性がある。 

 

A44. 回答 

上下あきの場合は中柱に曲げが生じることから不可とする 

 

 

A-111 等の場合 
面材拘束により、 
軸力のみの伝達 

A-234上下あき等の場合 
面材拘束が柱端部にな

いため、モーメント、 
軸力を伝達 
→断面を 2 分割すると、

断面性能(Z)は 1/8 
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Q&A P.25 

 
Q45. A-222,242 間柱ありの評価について 

①A-222,242 のように柱間の距離が 910 よりも大きい場合でも、間柱が@455 以内に入っていれば、壁

基準耐力は A-111 と同じとして考えて良いか。 

②A-222,242 について間柱@455 間隔に N50＠150 で止めつけ、構造用合板 を t=9 とした場合、A-111, 

A-131 と同等に評価は可能か。 

③その場合、穴あきルールは縦張りと同様か。 
 

評価の考え方 

  A-111 に比べ単位長さ当たりの釘本数は増えるため、耐力、剛性共に上昇すると考えられるが、柱

の代わりに間柱となっていることと、面材が 3 枚となっており挙動が若干異なることが予想される。

運用は性能を計算・試験により確認する必要がある。『算出方法：「木造軸組構法住宅の許容応力度設

計」（（公財）日本住宅・木材技術センター編）に記載された面材張り大壁の詳細計算法』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
8
2
0

9
10

910

9
1
0

9
10

1365

455 455 455

9
1
0

2
7
3
0

9
1
0

9
10

1821

9
1
0

2
7
3
0

 
 
A45. 回答 

間柱を@455 で入れれば、幅半間以上でも構造用合板 t=9mm で A-111, A-131 とみなすことができる。

なお、穴あきルールは適用可とする。 

 
 
 

計算 
下図の寸法の大壁耐力壁とし、面材は 12mm、釘は横桟も含め四周に N50@150 とした。A）A-111、B）

質問仕様、C）継手受材あり A-222 として、面材張り大壁の詳細計算法を用いると以下のように A-111

と同等の結果が得られた。 

※なお（ ）内は減災協の評価値である。また、計算は間柱の釘も作用するとして計算を行った。 

        比較例 

A）A-111   B）質問仕様   C）継手受材あり A-222 

壁基準耐力=4.85 (5.2)kN/m  壁基準耐力=5.04kN/m  壁基準耐力=4.42（4.68）kN/m 

壁基準剛性=925.3 (730)kN/rad./m  壁基準剛性=907.0kN/rad./m  壁基準剛性=935.0(1206）kN/rad./m 
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Q&A P.26 

Q46. A-423 の評価について 

①土壁がない場合、間柱が存在し既存の間柱に止めつけた場合の評価は？ 

②土壁がある場合、四方受材取付けのため、貫の部分まで土壁を削り取る事になります。その場合土

壁の評価はどのようになりますか？ そのままの土壁基準耐力を加算しても良いのか、土壁は評価で

きないのか？ 

③また、A-234 も同様に評価できますか？ 
 

評価の考え方 

① 間柱と受材を一体となる様に留め付ける必要がある。 

② 貫部分まで削り取る場合は、削った箇所周囲にヒビや亀裂が生じ剥落する可能性があるので、土壁

は評価しないものとする。また、欠損させない方法として、四方受材をアルミアングルとした仕様

を 1 間横使いで追加評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A46. 回答 

① 間柱に取り付けた場合(間柱+継手受材)は、継手受材も追加することで A-311 と同等として評価で

きる。 

② 貫部分まで土壁を削り取った場合は、補強計算時に評価してはならない。また、土壁を欠損させな

い方法として、A-326 アルミアングル仕様を追加評価した。 

③ A-234 で裏桟、間柱を留め付けた場合は通常の A-234 の評価とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

継手受材負け(追加) 

間柱(既存) 
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Q&A P.27 

Q47. Ａ工法の横使いについて(R6) 

①Ａ工法の合板横使いの場合、合板の枚数は規定がありますか？評価シートでは 3 枚となっています

が、階高が 3m 程度の場合は 4 枚使用も想定されるのですが 4 枚使用でも評価シートと同じ評価と考

えて良いのでしょうか？またそれは裏桟有り無しによって判断は変わるのでしょうか？例えば裏桟

ありの評価番号ならば 4 枚横使いでも評価シートと同じ評価ができ、裏桟なしの評価番号の場合は、

評価シートの耐力よりも低減をする必要があるとか、ありますか？ 

②評価シートのスパンは半間 600≦W≦1000 と、1 間 1000＜Ｗ≦2000 とありますが、この場合のＷ寸

法はどこの寸法を意味していますか？柱芯間それとも柱内々寸法でしょうか？ 

 
A47. 回答 

① 3 枚を超える枚数で施工することは不可とする。 

② 基本的に柱芯間距離としている。 

 
 
Q48. A 工法の壁長さについて 

A-213 の補強方法を 0.75 間でそのまま長さをかけて計算していましたところ、行政より半間以上で

も適用できるのかの問い合わせがありました。可能なのか、お教えください。 
 
A48. 回答 

0.5 間を超える場合は A-223 として評価する。 
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Q&A P.28 

 
Q49. 柱面が異なる場合の片側受材仕様について 

柱径又は柱面の出入り寸法が違うために、1 辺に受材を使用して合板を貼った場合、3 辺は大壁仕様

に準じて合板が貼られているため、大壁仕様（A-111 壁基準耐力 5.2kN/m）と同等と考えていいでし

ょうか？同等と考えられない場合は、評価シートのどのシートの壁基準耐力を適用するのが良いか。

また、大壁仕様に間柱寸法の記載はなく、40×30 以上としても良いでしょうか。 

既存土壁

N50@150以下
四周打ち

受材

間柱30x40
新設 間柱設置後

土壁補修  
 

評価の考え方 

 大壁の一辺に受材を用いた場合は、この辺は真壁同等とみて、全体としては真壁と大壁の評価値の

小さい値をとる。 

また、間柱は 90×30 を基準としている。40×30 とした場合は、釘のせん断方向のめり込み性能にほ

とんど変化はないと思われるが、試験されてないことと、土壁以外で用いるとこれまでの仕様（A-111

等）と不整合となるため不可とする。 

→今後の試験結果によって可とすることもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A49. 回答 

大壁の 1 辺に四方受材（奥行 30×見付 40 以上を N75 以上@150 以下、又は N90 以上@200 以下で留

め付け）を用いた場合は、真壁・大壁仕様の耐力・剛性のうちそれぞれ小さい値を用いる。また、間

柱に小径 30×40 を用いることは試験を行っていないため不可とする。 

 
 

 壁基準耐力 壁基準剛性 

大壁 A-111 5.2kN/m 730kN/rad./m 

真壁 A-311 5.0kN/m 910kN/rad./m 

大壁入隅部 5.0kN/m 730kN/rad./m 

 
 
 
 
 

間柱寸法の影響 

めり込み幅 

めり込み幅 

評価）A-111 片側真壁仕様 

40×30 
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Q&A P.29 

Q50. A-111 の片側真壁仕様と入隅仕様について 

A-111 片側受材仕様と A-111(カ), (マ)の入隅仕様で壁基準耐力の考え方が違うのはどういうことか。 
 

評価の考え方 

 片側受け材仕様は柱にめり込むため真壁と挙動が同じであるが、入隅仕様は受け材もしくは面材に

めり込む。入隅仕様は試験をして性能を確認しているが、片側受け材仕様は試験をしていないため柱

のめり込み方向の挙動が不明確であり、評価性能に差を設けている。 
 
A50. 回答 

A-111(カ)は試験より評価したが、Q&A の A-111 片側受材仕様は納まりが違い試験はされていないた

めである。 

 
 
Q51. 土壁納まりを考慮した受け材寸法について 

①受材仕様の工法にて、工法ごとに受材寸法（30x40 or 45x45）及び釘ピッチ（N75＠150 or N90＠

200）が異なっている。現場で混乱するもとになるので統一することはできないか。 

②縦桟（四方受材）は 30×40 と 45×45 とどちらでもいいでしょうか? 土壁を残そうとすると、30

×40 が一番使い勝手は良いです。 

③ 上下あきの上下受け材の奥行を 30 ㎜にした仕様がほしい。 
 
A51. 回答 

①過去の試験仕様に則っている。統一するよう追加試験を考えていく。 

②原則試験を行った仕様とする。A-422,A-423,A-442 については、奥行 30×見付 40 の四方受材を N90

以上@200 以下で留め付けても良いが、その他で同仕様とするためには試験により性能を確認する必

要がある。 

③現在は裏桟なし仕様での評価となる。要望として今後試験を行うか検討する。 

 
 
Q52. 受け材留め付け釘長さについて 

合板の受け材は 45×45(最小寸法は 30mm×40mm)の材料を使っているが、釘は N90 でいいのか？

使用する釘について材料の厚み×2.5？ 
 
A52. 回答 

N90@200, N75@150 で試験したものがあるため、それぞれの受け材-釘仕様とする。規定より大きい

受け材断面を用いる場合は、釘の埋め込み長さが変化しないように追加で検討を行う。 

 
 
Q53. 上下受け材の止付け位置について(R5) 

A-234 や A-432 等の上下受材への釘を打つ位置に関係なく構造用合板端部からの距離をあき寸法

としてはいけないでしょうか？ 
 

― 294 ―



Q&A P.30 

A53. 回答 

上下受材を用いる工法は、受材中央を釘で留め付けることを想定しており、最小断面でも端から

20mm 確保されることから 15mm~20mm の位置で留め付ける。上下受材を薄桟とする工法では、有薄

桟の材せいが 90mm あり、中央で釘を留め付けると性能が低下する恐れがあるため上下受材の薄桟及

び面材の端部から 15~20mm の位置で留め付けるものとする。 

 
 
Q54. 受け材 30x90 について 

継手受け材 30×90、継手受け材は正面から見て 90mm と、ありますが、N50, CN50 と構造用合板

(t=9mm)に対して厚み 30mm では薄いのではないでしょうか？釘が貫通してしまうのは強度に影響が

出ませんか?加えて、見付け 90mm は過剰ではないでしょうか？ 
 
A54. 回答 

実験での仕様で評価している。 

 
 
Q55. 継手受材の切断について 

A-222 工法の継手受材の施工に際し、既設筋違いが干渉したためやむを得ず継手受材を切断し、構造

用合板を既設筋違に止付けました。この場合、A-222 で耐力評価してよろしいでしょうか。それとも

A-223 で耐力評価すべきでしょうか。 

 
A55. 回答 

設計者判断となるが、壁周囲の重要な釘から離れた位置であれば、その位置の筋かいも継ぎ手の役割

を果たすものとみて、A-222 で評価できると考えられる。 

 
 
Q56. A 工法アルミ下地ビス接合部 

① アルミアングル 9×40, t=1.5 またはこれ以上のサイズとあるが、15×35, t=2.0 でよいか（施工性

がよく市場での入手しやすい）。 

② 真壁上下あきなどで用いるアルミアングルは、1 本ものでなくてもよいか。 
 

評価の考え方 

 アルミアングル仕様の破壊性状は、柱からビスが抜けることが最も多い。提示されたアングル断面

のせん断抵抗はほぼ変わらないため、性能に影響はないと考えられる。 

また、アルミアングルは合板と柱梁を結びつける役割なので短くならなければ分割されても良い。

ただし、アルミアングルの両端をビスで留め付けるものとする。 
 
A56. 回答 

① アルミアングル 15×35,  t=2.0 を用いてもよい。 

② 短辺方向は分割なし、長辺方向は 3 分割まで分割してもよい。ただし、アルミアングル両端を柱に

ビスで留め付けるものとする。 
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Q&A P.31 

 
Q57. A 工法アルミ下地ビス仕様について 

① A-435 工法にて木ビス、木タッピングビスの径及び頭形状が指定されていないが、試験においてど

の程度のものを使用しているのか。評価シートにてあえて指定していない理由はあるのか。 

② アルミアングルと合板を留める木タッピングビスはビスが負けて打ち損じることがある。鉄用のタ

ッピングビスに変更は可能か。 

③アルミアングルに構造用合板を留付けは、木タッピングビス L＝30 と書かれています。この木タッ

ピングビスは、全ネジと半ネジの種類がありますが、どちらで施工するものなのかご回答ください。

某市では、施工する場合、全ネジを使用すると構造用合板がアルミアングルと隙間が開いた状態で

取付けた場合、隙間は出来たままになるため施工不良とみなされると考えています。半ネジで施工

した場合は、構造用合板とアルミアングルが密着しアルミアングルのネジの抵抗力とビスの頭で密

着してると考え半ネジで施工すべきと考えていますが根拠をご回答お願いします。 

 
A57. 回答 

①アルミアングルと柱, 梁, 土台への留め付けは木ビス(コーススレッド 3.8×32)とし、合板とアルミア

ングルの留め付けは、タッピングビス(3×30)の他に H28 年度試験で評価された木ビス(コーススレッ

ド 3.8×32)または セルフドリルネジ(4×30)でも良い。 

②合板へのめり込み具合で微妙に粘り性能が決まっているので、ビスが強ければいいというものでは

ない。試験が必要である。先孔を設けるか、セルフドリルネジを用いられたい。 

③本工法を評価するときの実験はすべて全ネジにて実施しており，全ネジでも評価シートの性能が確

保できることを確認している。なお、半ネジとする場合、ネジがない部分の長さが合板の厚みの合

計以下のものを用いる。 

 
Q58. 継手受材の切断について 

①Q&A の Q56 でアルミアングルは 3 分割まで良い(長辺方向)とされておりますが、木下地も分割し

て良いでしょうか？1m 程度の端材（30×40 ㎜の木下地の端材）が出るのでアルミアングルのよう

に分割しても良い場合は端材を使用したいと考えております。 

②Q&A の Q56 でアルミアングルの短辺方向の分割は不可とされておりますが、木下地も同様でしょ

うか？A-413 を施工する際に既存の間柱がある場合は、間柱を下地分切り欠いて設置しており施工

が手間です。木下地の短辺方向を分割して間柱間に下地を設置して良いでしょうか？ 

 
A58. 回答 

①木下地の分割は問題ないが、分割した木下地の両端部は N75 以上の釘で留め付けること。また、合

板-受材間の釘が、規定の端空き距離を満たし、受材間に打ち込まれないようにすること。 

②木下地は適切に施工すること。 
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Q&A P.32 

Q59. A-465 の適用について 

  A-455 検討していた壁で、部分開口が a+b で 370mm 以上あります。その場合、天井より上の部分

にアルミアングル+合板を施工し A-465 押入仕様で計算し直し施工する事に問題はありませんか？

（a+b、c+d がクリアしている場合） 
 

評価の考え方 

 
 
A59. 回答 

 寸法基準に適合する変更であれば問題ない。 

 
 
Q60. 同一面に施工された構造用合板の評価について 

  真壁に構造用合板補強を行う場合、同一面に【部分開口 構造用合板補強工法 真壁「上下あき」

アルミ材下地（A-435）】と、【部分開口 構造用合板補強工法 大壁「上下あき」裏桟なし（A-233）】

を施工した場合有効に評価してよいのでしょうか？ 
 

評価の考え方 

土壁柱

構造用合板

構造用合板

木ビス

釘  
 
A60. 回答 

土壁がある状態での A-435 真壁上下あきアルミ下地と A-233 大壁上下あき裏桟なしを併用する場合

は、仕様上同じ個所に接合してもよいと判断する。 

b 

a 

a+b>370 a+b≦370,c+d≦370 

a 

c 

b 
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Q&A P.33 

 
Q61. 同一面に施工された構造用合板の評価について 

  外壁を解体せずに、室内側から A-432 の補強壁を奥（外壁側）手前（室内側）に施工することはで

きませんか？  
 

評価の考え方 

通常納まり(両面真壁)

片側施工(両面真壁)

 
 
A61. 回答 

通常の真壁両面打ちと同じ位置に受材を配することができるのであれば可能と考えられる。 

 
 
Q62. A-821, 831 横架材間高さについて 

A-821, 831 工法の際の横架材間の高さの上限はありますか。 
 

評価の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A62. 回答 

横架材間は 3m 以下で 3 本以上の貫がほぼ均等に入っていることを想定している。 

 
 

b

A-821  土壁 上あき 

b
a

A-831  土壁 上下あき 

30
00

以
下

 

a 
a 

a 
a 

a 
a 

a 
a 

3 本 or 4 本 3 本 or 4 本 

30
00

以
下
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Q&A P.34 

Q63. A-821, 831 土壁の上あきの耐力低減係数について 

①耐震計算にホームズ君を使用していますが、既存壁が横架材まで届いていない場合、×0.7 で計算し

ます。土壁の耐力は半分で見るとあったのは安全側で見た方が良いでしょうか。  

②A-821, 831 工法 2012 年版 0.7 掛け土壁耐力（建築防災協会の 2012 年度版の青本の評価）との関係は

どのように考えていますか。また、土壁評価「土壁 上あき」について建築防災協会の 2012 年度版

の青本の評価では土塗壁厚 40mm 以上 50mm 以下の壁基準耐力が 1.5kN/m となっておりますが、こ

ちらではなぜ 40mm 以上 50mm 以下の壁基準耐力が 1.2kN/m と下がるのでしょうか。 

 
A63. 回答 

①設計者判断となるが、あき寸法、貫き等が近い場合は安全側に判断する。 

②双方有効である。減災協で試験を行った土壁の健全なもの、そうでないものの耐力の比率のみを採

用し、健全な土壁の建防協の数値に掛けたため低い数値となった。 

 
 
Q64. 土壁仕様土台と A-821 での評価について 

 １階の柱は玉石直建ちで固定されておらず、土壁の下端がすべて、土台（105ｘ105 以上）がなく、

畳寄せ（105ｘ55）程度の材料で受けています。上部は２階床梁まで塗り上げてあります。 

この場合の壁基準耐力及び壁基準剛性は A821 土壁上あきと同等と考えて、診断及び補強を算定して

もよろしいでしょうか。また、主要構造部材である梁・土台の寸法に関して、記載が各評価シートに

ありませんが、どちらに記載がありますか。 
 

評価の考え方 

 
 
A64. 回答 

梁、土台寸法には規定・記述はないが、A 工法は 90×90 の土台及び 90×120 の梁材を用いて試験を

行っている。本仕様の場合は、基礎Ⅲで評価する場合、アンカーボルトへの土台の曲げ伝達が期待さ

れていないため、A-821 と同等と考えてもいいものと考えられる。 

 

 

土壁 

畳よせ 

105x55 

基礎Ⅲ：石場建て 

b

A821 土壁上あき 
b 

= 

下あき 

b 
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Q&A P.35 

(7) その他の質疑 
 
Q65. 隅角部直交金物の扱いに関して 

柱接合部金物は、１方向に必要な耐力を、直交方向に取付ける金物にも期待してよいか。 
 
A65. 回答 

通常設計時の柱脚金物と同様に期待してよい。 

 
Q66. あと施工アンカーの根入れ深さに関して 

ホールダウンを施工されていましたが、基礎にケミカルアンカーを使用すると思われますが穴の深

さは一定どのくらいですか。 
 
A66. 回答 

各アンカーのメーカーの仕様に従うこと。 

 
Q67. 木部断面欠損に関して 

①柱に”のた”がある場合及び背割がある場合、いくつまで 100×100 と考えられるか。背割りは断面

欠損なしと考えるか。 

②改修によってほぞ穴が不要になった場合、埋め木が必要かどうか、埋め木せずに減災協の耐力が発

現するのか教えてほしい。 
 

評価の考え方 

  “のた”とは、製材した角材や板の淵部（角）に丸太の皮が付いている部分のものをいう。A 工法は、

90×90 の柱材で試験を行っているため、”のた”がある場合や面取りを行った場合でも残存断面が 90×

90 を上回れば問題ないと考えられる。しかし、他の工法で断面が指定されている場合は必要性能が不

足する可能性もあるため、その仕様を満たすものが必要となる。 

 また、埋め木は圧縮軸力以外の力の伝達は期待できないが、A 工法の壁であって合板で覆われる範

囲内であれば埋め木をする必要はないと考えらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A67. 回答 

①”のた”、面取りがある場合、実断面積が耐力壁試験に用いられている 90×90 以上であれば問題な

い。また、背割りは耐力に影響しないと考えられているため、外形寸で判断する。 

②設計者判断とする。A 工法の構造用合板で覆われる範囲であれば必要ない。 

のた(皮付き) 

埋め木 

必要なし 

A 工法範囲内 
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Q&A P.36 

 
Q68. 方法 2 の耐力向上に関して 

伝統構法で基礎の改修なしで耐力を上げる方法はあるか。 
 
A68. 回答 

柱の強度を上げるため抱き柱などを設ける、接合部仕口を固めるなどが考えられる。 

 
 
Q69. 足固めの評価について 

伝統構法で足固めを施工した場合の効果は数値で表せるか。 
 
A69. 回答 

建防協設計法より玉石基礎+足固めのみでは基礎Ⅱと判定できなくなった。基礎コンクリートを打設

し足固めと緊結することで基礎Ⅱとなる。 

 
 
Q70. 木造アパートの外部鉄骨階段の扱いについて 

木造 2 階建てアパートの外部鉄骨廊下と階段の扱いはどうすべきか。 
 
A70. 回答 

階段部に水平抵抗要素は無く、すべて木造部分の水平抵抗要素で持つものと考えるべきである。即

ち階段部の荷重も各階に見込んで計算を行う。 

 
 
Q71. コンクリートブロック(CB)による腰壁の取扱いについて 

①【A-284】腰壁部分が CB であり、構造用合板と同等程度の耐力が望めると判断した場合、上部に構

造用合板を添付すれば、同様に評価していいのではないか。 

②【A-233（A-131）】CB によりある程度の耐力が認められると判断した場合、構造用合板の高さが規

定値以上確保できているのであれば、同様に評価していいのではないか。 
 

評価の考え方 

A-284 は柱の曲げ耐力で抵抗する。そのため柱と土台及び梁が強固に固定され柱脚部でモーメント

を負担する必要があるが、柱と CB の接合が不明確であり必要な反力が取れない懸念がある。 

A-131, 233 で、壁と CB が強固に固定されているのであれば耐力としてみて問題ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 A-284 

ピン接合に近

い状態となる 

A-131        A-233 

CB と接合が 
困難 
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Q&A P.37 

 
A71. 回答 

①柱で耐力が決まっており、柱とコンクリートブロックが曲げ抵抗接合されていないため評価できな

い。 

②評価可能とする。 

 
 
Q72. 診断ソフトの入力内容について 

診断ソフトで、雑壁を非構造壁として入力するか、耐力壁として入力するかで評点が変わってくる

が、どちらにすべきか。 
 
A72. 回答 

耐力が少しでも見込まれる雑壁は、耐力壁として入力すべきである。 

 
 
Q73. 耐震診断案件の壁量計算適用に関して 

A 工法など、構造合板を用いて補強した場合の壁量計算にて標準の構造合板によるものが建防協の

表で 5.2kN．2.5 倍。それで、A-111 も同じ 5.2kN であるので、低減係数で算出・そのように考えれば

いいのでしょうか？  
 
A73. 回答 

A 工法性能は、壁倍率のように 4 つの性能値から求められていないため、壁量計算に用いることは

不可とする。 

 
 
Q74. 梁上耐力壁の低減係数の運用に関して 

直下率の資料が追加されたが梁上低減係数は必須検討とするのか。P305 の回答では、「参考として

記載した」とされている。L=1860mm で 0.86 は影響が大きい。下階の梁の大きさによる部分が大き

いので一律に低減するのはどうかと思う。また、既存筋かいや土壁の低減も必要なのか。  
 
A74. 回答 

設計者の判断で必要に応じて、検討を参考にして個々の耐力要素ごとに配置位置による低減係数を

設定してください。 
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Q&A P.38 

 
(8)  A 工法 質疑解決箇所 
 
解決 Q1. A 工法 耐力壁の長さについて 

半間と 1 間の寸法範囲については、どの範囲を規定しているか不明である。 
 
解決 A1. 回答 

評価シートの壁長さ表記をすべて「半間」、「1 間」とした。また、それぞれの有効な長さは、半間は

600mm 以上 1000mm 以下、1000mm を超え 2000mm 以下であれば 1 間の耐力壁として適用することと

した。なお、半間の工法で、1000mm を超えるものの評価は不可である。 

 
 
解決 Q2. A 工法の減衰定数について 

特性値に減衰定数ｈを加えて下さい。ホームズ君で限界耐力計算をするには「減衰定数ｈ」が必要

です。とりあえず「木造住宅の耐震診断と補強方法（例題編・資料編）」P148 合板くぎ打ちの「0.13」

を使っています。 

解決 Q3. A 工法の減衰定数について 

「木造住宅の耐震診断と補強方法」 例題編・資料編 P148 資表 4.1.2(ａ・ｂ・ｃ) 荷重変形関係・

等価粘性減衰定数が有ります。限界耐力を検討するうえでＡ工法の減衰定数（ｈ）の値が知りたいと

思っていますＡ工法の減衰定数は数値として出ているのでしょうか？それぞれＡ工法の減衰定数はど

のような値になるのでしょうか？出ていないとするとどのように考えればよいでしょうか？ご回答よ

ろしくお願いいたします。 
 
解決 A2,A3. 回答 

減衰定数 h は、1 つの値とすると、終局時の破壊性状が影響すると考えられ、釘打ちの場合は 0.13、

土壁・筋かいは 0.10、アルミアングル仕様は 0.08 としている。 

 
 
解決 Q4. A-812 の切欠き位置と評価について 

A-812 の写真・図では、欠く箇所が両柱脚となっていますが、片方の柱の柱頭・柱脚の 2 カ所を欠

いた場合もこの工法の数値を採用したので良いのでしょうか？ 
 
解決 A4. 回答 

土壁は斜め方向の圧縮によって性能を担保することから、斜め方向の欠損率が同じとなる縦方向の 2

隅欠けと柱脚部 2 隅欠けは大きく変わらない。そこで、縦方向でも用いることを可とする。 

A-812 
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Q&A P.39 

 
解決 Q5. 大壁入隅仕様の負け負けに関して 

大壁入隅で対象壁負けの補強の場合、両側とも壁負けでも同じ耐力でよろしいですか。 

解決 Q6 大壁入隅仕様の対象壁勝ち単体利用について 

A-233 と A-435 を入隅で利用するとき、A-233 は A-233(カ)として評価してよいか。 
 
解決 A5,A6 回答 

 A 工法のまとめシートとして「入隅仕様と低減係数α」を記載した。 

 
 
解決 Q7. A 工法の合板の最小高さについて 

A 工法の合板の最小高さは何㎜でしょうか？評価シートに「それぞれの構造用合板高さ 400 ㎜以上」

と明記されているものと、そうでないものがあります。構造用合板の高さが明記されていない A 工法

も 400 ㎜以上あれば良いのでしょうか？それとも最小高さはなく 300 ㎜程度の端材を使用しても良

いのでしょうか？  

 
解決 A7. 回答 

上下あき、押入、長押の様な、合板が過度に小さくなる可能性のある仕様については、最小の合板

を 400mm 以上とする制限を課している。その他については原則としてそのような制限は規定されて

いなかったが、あまりに小さいと合板間でせん断力をうまく伝達できない可能性があることから、全

仕様において面材の下限寸法を 400mm 以上として設計すること。評価シートにルールを追加した。 

 
 
解決 Q8. A-213 入隅仕様と低減係数αについて 

A-213 入隅仕様と低減係数αについてですが、対象壁（勝ち）－反対側（単独壁）の低減係数αを

教えて下さい。 
 
解決 A8. 回答 

手引きの表に記載された仕様は、入隅部と反対側は、一方と他方の関係であり、A-213 の単独壁と

入隅壁(勝ち)の組合せでは、低減係数α=0.8 となる。その他の納まりも同表を適用し判断すること。

手引きの表を見やすいよう更新した。 

 
 
解決 Q9. A-432 の下地の勝ち負け順について 

A-432 の下地の勝ち負け順についてですが、上下受材を四方受材に対して勝ちにしても良いでしょ

うか？A-432 の上下受材は「釘 柱に対し 2-N75 斜め打ち」となっております。しかし、四方受材が

勝ちですと N75 が柱にほとんど届かず四方受材に効いている状態となります。上下受材を勝ちにする

と正面から N75 を打てるので柱に効くのですが、上下受材を勝ちにしては駄目でしょうか？ 

役所からは、手引きの P,24 の「下地材の勝ち負け 勝ち順に、間柱 ＞ 四方受材 ＞ 上下受材 ＞ 継

手受材」に準ずるようにとの指導をいただきます。 

そのため、A-432 の下地の勝ち負け順もこれに準じておりましたが、N75 が柱に効いていないので

上下受材を四方受材に対して勝ちにしても良いかご回答をいただきたく存じます。 
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Q&A P.40 

 
解決 A9. 回答 

上下受材が四方受材に固定されていることが重要である。手引きの施工順番に、「原則」とする旨を

追記する。 

 
 
解決 Q10. アルミアングルの仕様について (R6) 

「アルミ不等辺アングル 9×40  t=1.5  またはこれ以上のサイズのもの JIS H4100 の A6063-T5

材(アルミ建築構造設計基準で AS110 材)またはこれと同等の強度を有するもの」これは、記載されて

いる JIS 規格を満たすアルミアングルとする必要があるということでしょうか。あるいはアルミアン

グルでこのサイズ以上のものであれば JIS 規格材でなくても構わないでしょうか。 
 
解決 A10. 回答 

A6063-T5 材と同等以上の強度性能のものの利用を可とする。 
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5.2 構造資料 

（1）一般診断法（詳細法）および精密診断法 1の計算方法，および両診断法の違いについて 

（2）A工法の復元力特性について 

（3）直下率の不足による影響を考慮する指標について 

（4）接合部金物の足し合せについて 

（5）柱接合部金物とアンカーボルトの関係について 

（6）A工法上下あき耐力壁の配置に関する構造検討 

添付：参考金物リスト 2025 
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(1) 一般診断法（詳細法）および精密診断法 1 の計算方法，および両診断法の違いについて 

ここでは，一般診断法（詳細法）および精密診断法 1 における計算方法（の一部）を紹介し，それらの違

いについて述べる。 

1) 必要耐力 

a) 精算法 

一般診断法（詳細法）および精密診断法 1（精算法）では，表 5.2.1 に記載の式を用いて必要耐力 Qr

の算出を行う。ここで，床面積には「見上げの床面積」（すなわち，当該階が支持している床・天井の面

積）を用いる。 

Qr = 表 5.2.1 に記載の式 × 床面積 

表 5.2.1 床面積あたりの必要耐力(kN/m2) 

建物の分類 

階数，階 
軽い建物 重い建物 非常に重い建物 

平屋建て 0.28Z 0.40Z 0.64Z 

2 階建て 
2 階 0.28Z×QKfl2 0.40Z×QKfl2 0.64Z×QKfl2 

1 階 0.72Z×QKfl1 0.92Z×QKfl1 1.22Z×QKfl1 

3 階建て 

3 階 0.28Z×QKfl6 0.40Z×QKfl6 0.64Z×QKfl6 

2 階 0.72Z×QKfl4×QKfl5 0.92Z×QKfl4×QKfl5 1.22Z×QKfl4×QKfl5 

1 階 1.16Z×QKfl3 1.44Z×QKfl3 1.80Z×QKfl3 

Z：地震地域係数 

係数 Kfl1～Kfl6：表 5.2.2 に示す式 

表 5.2.2 各係数の算出方法 

 軽い建物，重い建物 非常に重い建物 

QKfl1 0.40+0.60×Rf1 0.53+0.47×Rf1 

QKfl2 1.30+0.07/Rf1 1.06+0.15/Rf1 

QKfl3 (0.25+0.75×Rf1)×(0.65+0.35×Rf2) (0.36+0.64×Rf1)×(0.68+0.32×Rf2) 

QKfl4 0.40+0.60×Rf2 0.53+0.47×Rf2 

QKfl5 1.30+0.10/Rf1+0.08/Rf2 0.98+0.10/Rf1+0.05/Rf2 

QKfl6 1.23+0.10/Rf1+0.23/Rf2 1.04+0.13/Rf1+0.24/Rf2 

Rf1：1 階の床面積に対する 2 階の床面積の割合（0.10 未満の場合は 0.10） 

Rf2：2 階の床面積に対する 3 階の床面積の割合（0.10 未満の場合は 0.10） 
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b) 簡易 Ai 法 

精密診断法 1（簡易 Ai 法）では，建築基準法施行令（以下，「令」という）第 88 条の「大地震動時の

地震力」に対し，表 5.2.3 に示す住宅の簡易重量表を準用して建物の必要耐力を求める（自らで床均し荷

重を設定しても良い）。屋根の葺き替え等により建物分類の代表的な仕様と異なる仕様を持つ建物に対し

ては，本方法が非常に有効である。 

i 階の各方向の必要耐力 Qri は次式で算出する。 

Qri = ൞
 0.2 × Ci ×෍Wi

i
  （非常に悪い地盤以外の地盤の場合）

 0.3 × Ci ×෍Wi
i

                 （非常に悪い地盤の場合）
 

ここに Ci = 層せん断力係数 

 ∑ Wii  = 第 i 層より上にある層の全重量 

層せん断力係数 Ci の算出方法は以下の通り。 

Ci = Z × Rt × Ai × C0 

ここに Z = 地震地域係数（昭 55 建告第 1793 号） 

 Rt = 振動特性係数 ൌ ൞

 1                                                ൫T < Tc の場合൯

 1 െ 0.2 × ሺT Tc⁄ െ 1ሻ2    ൫Tc ≤T < 2Tc の場合൯

 1.6 Tc T⁄                                  ൫T ≥ 2Tc の場合൯

 

 なお Tc = ൞

 0.4（第 1 種地盤）

 0.6（第 2 種地盤）

 0.8（第 3 種地盤）

（地盤種別については建防協設計法の pp.101 – 102） 

   T  = ቊ
 0.03 × H      （一般木造住宅）

 ሺ0.02 + 0.01αሻ × H （混構造住宅）
; 

   H  = 建物高さ ሺmሻ（勾配屋根の場合は軒高と棟高の平均値） 

   α  = ൫木造部分の高さ൯ ൫建物高さ൯ൗ  

 Ai = 層せん断力分布係数 = 1 + ൫1 ඥαi⁄ െ αi൯ × 2T ሺ1 + 3Tሻ⁄  

 なお αi = ൫i 階より上の全重量൯ ൫1 階より上の全重量൯ൗ  

 C0 ≥ 1.0（大地震用の標準せん断力係数，令第 88 条第 3 項） 

表 5.2.3 住宅の簡易重量表（床均し荷重，単位 kN m2⁄ ） 

 屋根 外壁 内壁 床 積載荷重 積雪荷重* 仕様例 

軽い建物 0.95 0.75 0.20 0.60 0.60 1.30d 
屋根：スレート葺 
外壁：ラスモルタル塗り 
内壁：石こうボード 

重い建物 1.30 1.20 0.20 0.60 0.60 1.30d 
屋根：桟瓦葺 
外壁：土塗壁 
内壁：石こうボード 

非常に 
重い建物 

2.40 1.20 0.45 0.60 0.60 1.30d 
屋根：土葺き瓦葺き 
外壁：土塗壁 
内壁：土塗壁 

* 積雪荷重の d は積雪深である（単位 m）。積雪荷重は多雪区域のみで考慮する。  
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第 i 層の重量 Wi の算出方法については，建防協設計法（例題編・資料編）の pp.130‐133 を参照のこ

と。なお，床面積の取り方は精算法と同様のものであり，各階の内・外壁単位重量に対しては当該階の

短辺長さから求まる短辺割増係数を乗じることとなっている（建防協設計法（指針と解説編），p.61）。参

考として表 5.2.4 に各診断法の短辺割増係数を示す。 

図 5.2.1 2 階建ての場合の各層の建物重量 

表 5.2.4 各診断法の短辺割増係数 

短辺長さ 

診断法 
4.0 m 未満 

4.0 m 以上 
6.0 m 未満 

6.0 m 以上 備考 

一般診断法 

総 2 階 
四分割法 

1.13 1.0 1.0 
当該階の短辺長さより算出，た

だし最上階は適用対象外 

詳細法 
1.3 1.15 1.0 上階の短辺長さより算出 

精密診断法 1 

精算法 

簡易 Ai 法 
1.3 1.15 1.0 

1. 当該階の短辺長さより算出 
2. 内・外壁単位重量に適用 Ai 法 

 

簡易 Ai 法および Ai 法においては，建物の部位ごとに重量を算定できるため，葺き土の撤去・屋根瓦

の交換による屋根の軽量化を反映させた補強設計を行うことができる。参考として，次ページの表 5.2.5

に屋根均し荷重表を示す。  

(2階階⾼)/2

(1階階⾼)/2

(1階階⾼)/2

(2階階⾼)/2

1層建物重量W1

2階床⾯積S2

1階床⾯積S1

2層建物重量W2

バルコニー⾯積×0.4
をS1に加算する
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表 5.2.5 屋根均し荷重表（建防協設計法（2012 年版）に準拠） 

屋根種別または 

製品名 
製品写真 

入力均

し荷重

(N/m2) 

製品特長 
耐久 

年数 
CASBEE 

メンテ 

ナンス

性 

快適性 

遮音 

熱伝導 

設計・ 

工事価格* 

（円/m2） 

非常に重い屋根： 

土葺き瓦葺き 
－ 2,400 － － － － － 

重い屋根： 

桟瓦葺き 
－ 1,300 － － － － － 

軽量瓦 A（和形） 

冠一本伏工法 

棟部：7 寸丸（乾式） 

軒瓦：引掛万十軒 

 
1,150 

耐震・耐風・防水性に優れた

J 形陶器防災瓦のスタンダー

ド。7 寸冠のシンプルな仕様

でスッキリとしたデザイン。 

60 年 ○ ○ 12,000 

軽量瓦 S（平形） 

隅棟部：廻隅瓦 

袖部：一体袖 

 
1,120 

耐震・耐風・防水性・デザイ

ン性に優れた F 形陶器防災

瓦。屋根面と一体となる直線

的なデザインが高級感のあ

るスマートな屋根を演出。 

60 年 ○ ○ 12,000 

軽い屋根： 

屋根スレート葺き 
－ 950 － － － － － 

化粧スレート 

コロニアル 

棟部：板金 

 800 

耐震、軽量性に優れたセメン

トに繊維素材を混ぜて薄い

板状にした「スレート屋根」

材。和から洋まで。伝統から

モダンまで。どんなスタイル

にも合う横一文字葺き。 

30 年 △ △ 8,400 

立平葺き 

ガルバリウム鋼板 

（0.35 mm） 

棟部：板金 

 

610 

耐震、軽量性に優れた金属屋

根材。屋根の頂点から軒に至

るまで一枚の長い板金で構

成されているため継ぎ目が

なく、雨漏りのリスクを最小

限に抑える。 

30 年 △ × 12,000 

*  参考目安：2 階建て足場・撤去費用別途 1.3 万円/m2 

算定条件：施工規模 100 m2想定 

※1 屋根面 ：屋根荷重＋野地板 80 N/m2（瓦桟・防水シート・野地板・垂木を含む） 

※2 小屋組 ：200 N/m2（もや・けた行つなぎ材含む） 

※3 打上天井 ：150 N/m2 

※4 均し荷重 ：屋根 5 寸勾配，軒の出 0.3 m  

軽量瓦 A（和形） 軽量瓦 S（平形） 化粧スレートコロニアル ガルバリウム鋼板 
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2) 壁基準耐力の上限 

一般診断法（詳細法）では壁基準耐力の上限が 10  kN m⁄ であるのに対し，精密診断法 1 での上限は

14 kN m⁄ である。 

3) 偏心率と床仕様による低減係数 

一般診断法（詳細法）と精密診断法 1 の両方において，耐力要素の配置バランスの評価は，表 5.2.6 に

記載の偏心率と床仕様による低減係数を算出することで行う。 

i. 重心の算出 

xg ：重心の X 座標，xg = ∑ Wi  ⋅ xii ∑ Wii⁄  

yg ：重心の Y 座標，yg = ∑ Wi  ⋅ yii ∑ Wii⁄  

ここに Wi ：平面形状を矩形分割したときの，各矩形の重量 

 xi ：平面形状を矩形分割したときの，各矩形の図心の X 座標 

 yi ：平面形状を矩形分割したときの，各矩形の図心の Y 座標 

ii 剛心の算出 

xs ：剛心の X 座標，xs = ∑ lyi  ⋅ xii ∑ lyii⁄  

ys ：剛心の Y 座標，ys = ∑ lxi  ⋅ yii ∑ lxii⁄  

ここに lxi ：X 方向の各壁の剛性（一般診断法では各壁の耐力としてよい） 

 lyi ：Y 方向の各壁の剛性（一般診断法では各壁の耐力としてよい） 

 xi ：Y 軸から各壁までの距離（以下 iii において同じ） 

 yi ：X 軸から各壁までの距離（以下 iii において同じ） 

iii. 偏心率 Reの算出および偏心率と床仕様による低減係数 Feの算出 

Rex，Rey ：偏心率、Rex = ey rex⁄ ，Rey = ex rey⁄  

ここに ex ：X 方向偏心距離，ex = ห xg െ xs ห 

 ey ：Y 方向偏心距離，ey = ቚ yg െ ys ቚ 

 rex ：X 方向弾力半径，rex = ටቄ∑ lxi൫yi െ ys൯
2

i +∑ lyiሺxi െ xsሻ2
i ቅ ∑ lxiiൗ  

 rey ：Y 方向弾力半径，rey = ටቄ∑ lxi൫yi െ ys൯
2

i +∑ lyiሺxi െ xsሻ2
i ቅ ∑ lyiiൗ  

Fe ：偏心率と床仕様による低減係数（表 5.2.6） 

表 5.2.6 偏心率と床仕様による低減係数 Fe 

偏心率 Re 

平均床倍率 
0.15 未満* 

0.15 以上 
0.30 未満** 

0.30 以上 
0.45 未満 

0.45 以上 
0.6 未満 

0.6 以上 

1.0 以上 
（床仕様 I） 

1.00 
1

3.33Re + 0.5
 

3.3 െ Re

3ሺ3.33Re + 0.5ሻ
 

3.3 െ Re

6
 0.45 

0.5 以上 1.0 未満 
（床仕様 II） 

2.3 െ Re

2ሺ3.33Re + 0.5ሻ
 

2.3 െ Re

4
 0.425 

0.5 未満 
（床仕様 III） 

3.6െ 2Re

3ሺ3.33Re + 0.5ሻ
 

3.6െ 2Re

6
 0.40 

* Re < 0.15 の場合は平均床倍率（床仕様）によらず耐力は低減されない。 
** 0.15 ≤ Re < 0.30 の場合は耐力が低減されるが，平均床倍率（床仕様）による差はない。  
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なお，表 5.2.6 を用いるに当たって，一般診断法では床仕様を I（合板），II（火打ち＋荒板），III（火打

ちなし）の 3 種に分類するだけであるのに対し，精密診断法 1 では床仕様により定まる平均床倍率を算

出する。 

平均床倍率 = ෍ Ai  ⋅ xi
i

෍ Ai
i

൘  

ここに Ai ：床を仕様に応じて矩形分割したときの，各矩形の面積 

 xi ：各矩形の床倍率 

精密診断法 1 における床仕様と床倍率の関係については，建防協設計法（指針と解説編）の p.98 を参照

のこと。 

4) N 値計算 

診断方法によらず，N 値計算では注目している柱に生じる引き抜き力の最大値を 

 柱に取り付いている壁の強度 

 壁上の梁や床構面による押さえ効果 

 柱に加わる鉛直荷重 

の 3 つの要因から算出し，接合部に必要な耐力を N という値で表す。N = 1.0は，接合部の必要耐力（＝

引き抜き力の最大値）5.3 kNに対応する。数式で表記すると，以下の i，ii のようになる。 

i. 平屋の柱，2 階建ての 2 階の柱の場合 

N ≥ A1 × B1 െ L 

ここに N ：接合部倍率 

 A1 ：両側の壁の壁倍率の差で，筋かいの場合は筋かい補正値を加える 

 B1 ：周辺部材による曲げ戻しの効果をあらわす係数で，出隅 0.8、その他 0.5 

 L ：鉛直荷重による押さえの効果をあらわす係数で，出隅 0.4、その他 0.6 

ii. 2 階建ての 1 階の柱の場合 

N ≥ A1 × B1 + A2 × B2 െ L 

ここに A1，B1，N ：上記 i に同じ 

 A2 ：両側の壁の壁倍率の差で，筋かいの場合は筋かい補正値を加える 

 B2 ：周辺部材による曲げ戻しの効果をあらわす係数で，出隅 0.8、その他 0.5 

 L ：鉛直荷重による押さえの効果をあらわす係数で，出隅 1.0、その他 1.6 

筋かいが取り付いている場合，A1 および A2 に補正を行う必要があることに注意する。これは，筋かい

が柱頭に取り付く場合と柱脚に取り付く場合とで柱に生じる引き抜き力が異なるためである。 

筋かい補正値の代表例を表 5.2.7 に，接合部の仕様と N 値・必要耐力の関係を表 5.2.8 に，それぞれ示

す。なお，詳細については建防協設計法（指針と解説編）の pp.37‐41 を参照のこと。 
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表 5.2.7 筋かいの端部柱の計算時に加える補正値 

① 筋かいが片側から取り付く柱 

 

取付く位置 

 

 

筋かいの種類 

柱頭部 柱脚部 たすき掛け 

   

奥行 30mm 以上×幅 90mm 以上の木材 0.5 -0.5 0  

奥行 45mm 以上×幅 90mm 以上の木材 0.5 -0.5 0 

 

②筋かいが両側から取り付く柱  

 

一方の筋かい 

 

 

 

 

 

他方の筋かい 

両方が柱頭 一方が柱頭、他方が柱脚 

  

奥行 30mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 45mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 30mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 45mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 30mm 以上×幅 90mm 以上の木材 1.0 1.0 0.5 0 

奥行 45mm 以上×幅 90mm 以上の木材 1.0 1.0 0.5 0.5 

※両方の筋かいがともに柱脚部に取り付く場合は 0 とする。 

 

③片方がたすき掛け筋かいで他方が片筋かいの場合 

 

 

 

片筋かい 

 

 

 

 

たすき掛け筋かい 

一方がたすき掛け筋かい 

他方が柱頭に取り付く片筋かい 

一方がたすき掛け筋かい 

他方が柱脚に取り付く片筋かい 

  

奥行 30mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 45mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 30mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 45mm 以上

×幅 90mm 以上

の木材 

奥行 30mm 以上×幅 90mm 以上の木材 0.5 0.5 0 0 

奥行 45mm 以上×幅 90mm 以上の木材 0.5 0.5 0 0 

 

④両側がたすき掛け筋かいの場合 

加算しない。 
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表 5.2.8 接合部の仕様 

告示表 3 N 値 必要耐力(kN) 接合部の仕様例 

(い) 0.0 以下 0.0 短ほぞ差し又はかすがい打ち 

(ろ) 0.65 以下 3.4 長ほぞ差し込み栓又はかど金物 CP-L 

(は) 1.0 以下 5.1 かど金物 CP-T，山形プレート VP 

(に) 1.4 以下 7.5 羽子板ボルト又は短ざく金物（スクリュー釘なし） 

(ほ) 1.6 以下 8.5 羽子板ボルト又は短ざく金物（スクリュー釘あり） 

(へ) 1.8 以下 10.0 引き寄せ金物 HD-B10（S-HD10） 

(と) 2.8 以下 15.0 引き寄せ金物 HD-B15（S-HD15） 

(ち) 3.7 以下 20.0 引き寄せ金物 HD-B20（S-HD20） 

(り) 4.7 以下 25.0 引き寄せ金物 HD-B25（S-HD25） 

(ぬ) 5.6 以下 30.0 引き寄せ金物 HD-B15（S-HD15）×2 個 

― 5.6 超 N × 5.3 ― 
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5) 劣化低減の適用方法 

一般診断法では劣化低減が建物全体の耐力にかかるため，劣化事象が見つかった場合，劣化のない壁

に対しても劣化低減係数を適用していることとなる。一方，精密診断法 1 では耐力壁毎に劣化程度を評

価して耐力を算出するため，劣化のない壁に劣化低減係数は適用されない。 

無開口壁の耐力 Qw ：Qw = ∑ቀFw × L × min൫Kj,  dKw൯ቁ 

有開口壁の耐力 Qwo ：Qwo = ∑ቀFw × Ko × L × min൫Kj,  dKw൯ቁ 

ここに Fw = 壁基準耐力൫上限 14 kN m⁄ ൯ 

 Ko = 開口低減係数 = ൝
 0.4 L⁄            ൫窓型開口൯

 0.2 L⁄    ൫掃き出し開口൯
 

 L = 壁長 

 min൫Kj,  dKw൯ = Kj と  dKw のうち小さい方൫Kj = 接合部低減係数， dKw = 壁劣化低減係数൯ 

古い木造住宅の柱接合部仕様は，ほとんどの場合に短ほぞ差し程度（柱接合部仕様 III，IV）である。

表 5.2.9 (Kj) と表 5.2.10 ( dKw) を比較すると，最上階以外の階に対してはほとんどの場合に Kj ≤  dKw すな

わち min൫Kj, dKw൯ = Kjとなることが分かる。すなわち，現況診断では劣化低減の影響は小さいと言える。 

表 5.2.9 一般区域における柱接合部低減係数 Kj 

2 階建ての 1 階または 3 階建ての 1，2 階 

壁基準耐力(kN m⁄ ) 2.0 3.0 5.0 7.0 

基礎仕様 

接合部仕様 

基礎 
I 

基礎 
II 

基礎 
III 

基礎 
I 

基礎 
II 

基礎 
III 

基礎 
I 

基礎 
II 

基礎 
III 

基礎 
I 

基礎 
II 

基礎 
III 

接合部 I 1.0 1.0 1.0 1.0 0.9 0.8 1.0 0.85 0.7 1.0 0.8 0.6 

接合部 II 1.0 1.0 1.0 1.0 0.9 0.8 0.9 0.8 0.7 0.8 0.7 0.6 

接合部 III 1.0 1.0 1.0 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 

接合部 IV 1.0 1.0 1.0 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 

2 階建ての 2 階，3 階建ての 3 階 

壁基準耐力 
(kN m⁄ ) 

接合部仕様 
2.0 3.0 5.0 7.0 

接合部 I 1.0 1.0 1.0 1.0 

接合部 II 1.0 0.8 0.65 0.5 

接合部 III 0.7 0.6 0.45 0.35 

接合部 IV 0.7 0.35 0.25 0.2 

 

表 5.2.10 壁劣化低減係数  dKw 

壁基準耐力 2.5 未満 2.5 以上 4.0 未満 4.0 以上 6.0 未満 6.0 以上 

階 

劣化程度 

最上階 

以外 
最上階 

最上階 

以外 
最上階 

最上階 

以外 
最上階 

最上階 

以外 
最上階 

劣化が認められない 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

部分的な劣化が認められる 1.0 0.85 0.9 0.7 0.8 0.6 0.8 0.6 

著しい劣化が認められる 1.0 0.7 0.8 0.35 0.7 0.25 0.6 0.2 
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6) 劣化状況の調査方法 

精密診断法 1 の場合は，一般診断法に基づく外観調査を行ったうえで，ハンマー等による打音検査，

目視検査およびドライバー等を刺すことによる触感検査により劣化の有無・劣化程度を判断することと

している（調査すべき部位や判断基準の詳細については，建防協設計法（例題編・資料編）の pp.203‐

209 を参照のこと）。 

本協議会では，精密診断法 1 での診断時の劣化低減による評点への影響は小さいことから，現況診断

時の上記詳細調査はできる範囲で行い，実際の工事の際に詳細調査を行い補強設計の評点を適宜変更す

るものとする。この場合，補強費用が増加することをあらかじめ見込んでおくと良い。 

7) 剛性率による低減係数 

精密診断法 1 では，建物の高さ方向の堅さの分布を考慮した「剛性率による低減係数」Fs を壁の耐力

の総和に乗じる（一般診断法では剛性率を考慮する必要はない。その理由については，建防協設計法（例

題編・資料編）の pp.140‐142 を参照のこと）。 

Fs = ቐ
 

1.0

2.0െ Rs 0.6⁄
   ሺRs ൏ 0.6ሻ

 1.0                   ሺRs ≥ 0.6ሻ
 

ここに Rs = 各階の剛性率 = rs  r̅s⁄  

 rs = 当該階当該方向の層間変形角の逆数 

 r̅s = 当該方向の rs の相加平均 

 層間変形角 = 当該階当該方向の必要耐力 当該階当該方向の剛性ൗ  

なお，これが 1.0 未満となるのは（すなわち，剛性率が 0.6 未満となるのは），2 階建ての建物において

は上下階での評点の比がおよそ 2.3 超となる場合であるため，一般的な補強設計の範囲内では Fs = 1.0と

なる。以下にその根拠を示す。 

建物の剛性 sw と保有耐力 edQu が比例関係にあるものと仮定すると， 

rs = α ed Qu Qr
⁄  = α Iw 

ここに Iw = 上部構造評点 

 α = 比例定数 

であるため 

r̅s = α ൫Iw,L + Iw,H൯ 2⁄  

ここに Iw,L = 1，2 階の上部構造評点のうち低い方 

 Iw,H = 1，2 階の上部構造評点のうち高い方 

ここで Iw,H = βIw,L（ β = 上下階での評点の比）とおくと，上部構造評点が低い方の階の剛性率 Rs,L は 

Rs,L = 
α Iw,L

α ൫Iw,L + Iw,H൯ 2⁄
 = 

2 Iw,L

ሺ1 + βሻ Iw,L
 = 

2

1 + β
 

となる（上部構造評点が高い方の階の剛性率は必ず 1 を超えるので，考えなくてよい）。よって，Rs,L < 0.6 

となるときの上下階の評点比は以下のようになる。 

2

1 + β
 < 0.6 ⇒ β > 7 3 ≒ 2.34⁄  
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（2）A工法の復元力特性に関して 

＜目的＞ 

 

 

 

 

 

図 5.2.2 A-111 の各種特性値 

 

  

精密診断法 2 の保有水平耐力計算による方法、限界耐力計算による方法等高度な計算法を用いて耐震

診断・補強設計を行う場合に用いる。A 工法の荷重-変形角関係、保有耐力 Qu 及び DS を実験データよ

り取りまとめる。尚、精査中のデータは”－”として表示している。 
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表 5.2.11 A 工法における復元力特性および特性値-A-100,200 番台 

単位：各変形角時の耐力及び Qu(kN/m)、θv 及び θu(rad) 

耐力壁 

の種類 

変形角(×10-3rad) 特性値 

1 2 3 5 8 10 15 20 30 40 60 Qu θv θu Ds h 

A-111 1.75 3.08 3.79 4.88 6.18 6.79 8.15 9.15 10.4 7.81 4.21 9.09 0.012 0.053 0.35 0.13 

A-111 
(カ) 

1.39 2.35 3.12 4.27 5.11 5.79 6.47 7.75 8.62 6.92 7.63 7.37 0.010 0.068 0.28 0.13 

A-111 
(マ,タ) 

1.45 2.22 2.96 3.94 4.98 5.65 6.53 7.18 8.23 6.51 5.90 7.08 0.011 0.053 0.34 0.13 

A-112 1.60 2.44 2.67 3.75 4.64 4.82 5.69 5.50 7.30 7.95 4.48 7.11 0.011 0.054 0.34 0.13 

A-113 1.60 2.50 2.97 3.85 4.69 4.86 5.61 5.44 6.07 4.71 4.23 5.53 0.006 0.036 0.30 0.13 

A-131 - - - - - - - - - - - - - - - - 

A-134 2.53 3.76 4.45 5.31 6.40 6.63 8.00 7.75 10.1 7.93 5.09 8.34 0.009 0.049 0.32 0.13 

A-161 0.90 1.44 1.89 2.40 3.09 3.14 3.71 3.88 4.91 4.98 4.76 4.68 0.011 0.070 0.30 0.13 

A-173 1.17 1.88 2.42 3.02 3.78 4.18 4.46 4.96 5.31 5.31 2.50 5.00 0.009 0.046 0.32 0.13 

A-213 1.47 2.58 3.36 4.41 5.52 6.30 7.07 8.51 9.97 9.16 8.37 9.07 0.013 0.060 0.35 0.13 

A-213 
(カ) 

1.46 2.49 3.13 4.40 5.50 6.24 7.20 8.21 9.23 10.3 8.84 9.34 0.014 0.060 0.36 0.13 

A-213 
(マ,タ) 

1.04 1.87 2.48 3.49 4.54 4.63 5.96 6.00 8.32 9.56 8.38 8.74 0.018 0.061 0.42 0.13 

A-222 2.16 3.00 3.75 4.80 5.62 6.17 6.92 6.78 8.69 6.17 - 7.52 0.007 0.038 0.32 0.13 

A-222 
(カ) 

1.17 1.92 2.64 3.84 5.07 5.35 6.35 7.04 8.57 9.40 5.16 8.39 0.013 0.058 0.36 0.13 

A-222 
(マ,タ) 

1.47 2.44 3.06 3.84 4.85 4.93 6.11 5.81 7.91 7.73 2.13 7.24 0.011 0.041 0.40 0.13 

A-223 0.76 1.12 1.28 1.68 2.02 2.25 2.35 2.56 3.32 3.36 2.84 2.99 0.010 0.067 0.29 0.13 

A-232 1.40 2.33 2.98 3.86 5.03 5.63 6.46 7.29 8.86 9.71 10.3 9.22 0.015 0.067 0.35 0.13 

A-233 - - - - - - - - - - - - - - - - 

A-233 
(カ) 

1.01 1.69 2.20 2.91 3.64 3.80 4.61 4.66 6.10 6.70 7.40 6.49 0.015 0.067 0.36 0.13 

A-233 
(マ,タ) 

0.93 1.40 1.76 2.32 3.02 3.24 4.05 4.35 5.08 5.08 3.41 4.76 0.012 0.051 0.37 0.13 

A-234 1.60 2.69 3.46 4.47 5.60 5.90 7.05 7.56 9.29 10.2 11.5 10.24 0.018 0.067 0.39 0.13 

A-241 
(旧 244) 1.99 3.17 4.06 5.23 6.54 6.99 7.95 8.44 9.95 6.76 7.12 8.93 0.009 0.037 0.38 0.13 

A-242 0.37 0.43 0.94 3.20 4.06 4.38 4.89 5.19 6.17 5.70 - 5.48 0.009 0.043 0.35 0.13 

A-244 1.32 1.91 2.31 3.07 3.72 4.04 4.69 5.17 4.72 - - 4.65 0.007 0.032 0.36 0.13 

A-263 1.99 3.17 4.06 5.23 6.54 6.99 7.95 8.44 9.95 6.76 7.12 8.93 0.009 0.037 0.38 0.13 

A-273 0.61 0.91 1.13 1.36 1.61 1.67 1.97 2.13 2.60 2.60 3.07 2.98 0.020 0.102 0.33 0.13 

※A-274, 284 は耐力要素として柱の曲げを基本とすることから定義しない。 
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表 5.2.12 A 工法における復元力特性および特性値-A-300,400 番台 

単位：各変形角時の耐力及び Qu(kN/m)、θv 及び θu(rad) 

耐力壁 

の種類 

変形角(×10-3rad) 特性値 

1 2 3 5 8 10 15 20 30 40 60 Qu θv θu Ds h 

A-311 1.75 3.08 3.79 4.88 6.18 6.79 8.15 9.15 10.4 7.81 4.21 9.09 0.012 0.053 0.35 0.13 

A-312 1.57 2.44 3.13 4.09 4.99 5.03 6.44 7.43 8.68 5.09 3.42 7.27 0.009 0.033 0.40 0.13 

A-313 1.29 2.22 2.94 4.12 5.49 5.67 6.48 6.90 5.24 4.93 4.04 6.89 0.009 0.027 0.44 0.13 

A-316 1.30 2.25 3.05 4.10 5.13 5.23 5.84 5.84 4.80 4.91 2.52 5.46 0.006 0.038 0.30 0.08 

A-326 1.05 1.45 1.76 2.23 2.57 2.76 2.87 2.03 1.98 2.16 1.02 2.60 0.004 0.020 0.33 0.08 

A-334 - - - - - - - - - - - - - - - - 

A-335 1.39 2.20 2.81 4.00 5.42 6.37 7.60 8.86 9.74 5.77 2.53 8.91 0.013 0.034 0.49 0.08 

A-355 1.21 2.11 2.76 3.94 5.16 5.77 6.84 7.86 1.45 1.78 2.34 6.93 0.009 0.021 0.53 0.08 

A-365 0.50 0.75 1.05 1.45 1.76 1.96 2.15 2.39 2.52 2.29 1.40 2.29 0.008 0.050 0.29 0.08 

A-413 1.91 2.85 3.78 4.79 5.98 6.42 7.88 8.65 9.93 10.0 4.40 9.26 0.011 0.051 0.36 0.13 

A-422 2.08 3.23 4.11 5.40 6.81 7.57 8.35 8.93 10.0 - - 9.10 0.009 0.034 0.39 0.13 

A-423 1.27 1.68 1.90 2.30 2.87 2.53 2.64 2.74 2.02 1.88 1.86 2.63 0.002 0.020 0.25 0.13 

A-426 1.17 1.83 2.33 3.07 3.81 4.37 4.91 4.24 3.75 1.79 1.65 4.38 0.006 0.020 0.42 0.08 

A-433 1.26 1.90 2.44 3.27 4.22 4.61 5.69 6.20 7.91 8.88 9.71 8.72 0.020 0.067 0.42 0.13 

A-435 1.14 1.73 2.22 2.91 3.78 4.29 5.20 5.95 7.52 8.63 8.79 8.00 0.020 0.078 0.38 0.08 

A-442 1.32 2.19 2.78 3.60 4.49 4.89 5.72 5.97 7.03 - - 6.21 0.009 0.034 0.40 0.13 

A-453 0.69 1.16 1.55 2.29 2.81 3.22 3.33 3.64 3.85 4.06 4.89 4.17 0.012 0.067 0.32 0.13 

A-455 1.29 2.16 2.97 4.11 5.21 5.96 7.02 8.39 8.19 4.40 3.00 7.71 0.010 0.034 0.42 0.08 

A-463 0.28 0.61 0.97 1.51 2.16 2.52 3.00 3.49 3.99 3.04 1.88 3.56 0.014 0.039 0.46 0.13 

A-465 0.66 1.01 1.27 1.68 2.20 2.52 2.98 3.43 4.07 4.54 5.00 4.85 0.024 0.100 0.37 0.08 

A-473 0.71 1.21 1.65 2.51 4.00 4.74 5.21 6.11 7.53 8.27 6.32 7.31 0.015 0.055 0.40 0.13 

A-485 0.68 1.10 1.50 2.02 2.44 2.78 2.60 2.68 - - - 2.62 0.006 0.020 0.40 0.08 

表 5.2.13 A 工法における復元力特性および特性値--A-800,900 番台 

単位：各変形角時の耐力及び Qu(kN/m)、θv 及び θu(rad) 

耐力壁 

の種類 

変形角(×10-3rad) 特性値 

1 2 3 5 8 10 15 20 30 40 60 Qu θv θu Ds h 

A-811 - - - - - - - - - - - - - - - - 

A-812 0.74  1.16  1.54  2.16  3.05  3.22  4.17  4.23  5.93  6.46  6.75  6.49  0.024  0.067  0.46  0.10  

A-813 0.41  0.64  0.94  1.46  1.93  2.34  2.57  3.21  3.86  4.15  4.27  3.91  0.016  0.067  0.37  0.10  

A-814 0.21  0.35  0.35  0.77  1.33  1.67  2.16  2.72  3.35  3.80  4.19  3.82  0.025  0.067  0.49  0.10  

A-821 - - - - - - - - - - - - - - - - 

A-822 0.26  0.53  0.66  0.99  1.45  1.71  2.24  2.70  3.39  3.89  4.28  3.97  0.027  0.067  0.50  0.10  

A-831 - - - - - - - - - - - - - - - - 

A-835 0.35  0.64  0.99  1.56  2.34  2.76  3.62  4.39  5.32  5.67  0.00  4.96  0.018  0.048  0.47  0.08  

※土壁は 70mm および 75mm の試験結果を示す。範囲は、70mm 以上 90mm 未満に該当する。  
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（3）直下率の不足による影響を考慮する指標について 

＜目的＞ 

 

 

 

 

 

直下率とは 

直下率とは、上階で負担した水平力を下階に効率よく伝達できているかを判断する指標である。木造住宅

でよくみられる 2 次, 3 次梁、梁上耐力壁、間崩れなどの状態を数値的に把握でき、2 階の耐力の過大評価を

防ぐために利用することもできると考えられる。 

直下率の算出は、下階の耐力要素の直上にある上階の耐力要素の割合で表され、下式で与えられる。対象

とする耐力要素は、柱、壁(間仕切壁含む)及び耐力壁である。 

 

直下率 = 上階の耐力要素で直下の下階に耐力要素がある個数(長さ)／上階の耐力要素の総数(長さ) 

 

例）耐力壁直下率の算出 

耐力壁直下率とは、検定する階の各方向の耐力壁長さに対する上階の耐力壁直下に下階の耐力壁がある箇

所の長さの割合を示したものである。耐力壁には、耐力を有する腰壁、垂れ壁及び準耐力壁を含む。また、

耐力壁直下率は X,Y 方向別に求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年熊本地震を受けた住宅の特殊な破壊形状として、2 階のみが崩れた建物が見られた。倒れた

建物は「柱、壁、耐力壁の直下率が低い」特徴的な建物であったと考えられ、2 階についても耐力要素

の無理のない配置が必要であることが改めて認識された。この状況を鑑み、2 階の耐力壁直下に耐力要

素がない場合に 2 階耐力壁が保有する耐力・剛性を適切に評価できるような設計手法を検討する。 

910 

910 

1820/2275 

0/ 910 

910/2730 

0 
/910 

1365 
/1365 

0 
/1365 

910 
/910 

耐力壁直下率 X= (1820+910) /(2275+910+2730) = 2730/5915 ×100 = 46% 
耐力壁直下率 Y= (1365+910) /(910+1365+1365+910) = 2275/4550 ×100 = 50% 

1 階間仕切壁 

2 階間仕切壁 

1 階耐力壁 

2 階耐力壁 
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＜検討内容＞ 

 

 

 

 

 

＜運用方法＞ 

通常の耐震診断に加え、梁上低減係数を考慮した場合についても耐震診断の計算を行い、補強設計時にど

ちらの計算も満たすことを確認する。また、低減係数については以下の検討結果を用いることとする。 

一般ルート 梁上低減係数を考慮 

保有する耐力の

計算 

1 階 ― 

2 階 各壁に状況に応じた 
梁上低減係数を掛ける 

Kwg×Fw 

保有する剛性の

計算 

1 階 ― 

2 階 各壁に状況に応じた 
梁上低減係数を掛ける 

Kwg×sw 

 

＜梁上低減係数の算出＞ 

梁上低減係数は、以下の条件によって変形が最も大きい場合の剛性の低下を考慮し設定した。 

梁仕様  断面：105mm×150mm 

樹種：スギ E70 下限値…5.9kN/mm2 

モデル     

 

 

 

 

 

 

 

 

結果例(L=3640) 

 

 

 

 

 

 

  

直下率の計算を行うことにより 2 階の耐力要素の配置による危険度を推測することはできるが、指標

であることから直接的な保有耐力、剛性の不足については評価できない。そのため、耐力低下の主たる

要因と考えられる梁上耐力壁の性能低下を考慮できる係数として、壁基準耐力、壁基準剛性に「梁上低

減係数 Kwg」を考慮する。 

壁長
l

壁高さ
h

スパン
L

低減係数
Kwg

1820 0.86
2275 0.78
2730 0.70
3185 0.64
3640 0.58
4095 0.54
4550 0.50
5005 0.46
5460 0.43

910 2430

比較 

柱直下に耐力要素無し 

L 

l 

a 

柱直下に耐力要素有り 

l 

L 

a 

低下率= P’ 1/150/P1/150 
 

P1/150：1/150rad 時耐力 
P’1/150：計算結果耐力 

θ(rad) 

P(kN) 
梁の変形による

増加θ’ 

低下率 

1/200rad 
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（4）接合部金物の足し合せについて 

＜検討内容＞ 

 

 

 

 

＜結果＞ 

1) 金物メーカーマニュアルに足し合わせの利用方法及び耐力が記載されているものは、記載内容に従って利

用可とする。 

2) 同じ金物を用いる場合は、足し合わせ可とする。 

3) 異なる金物を接合する場合は、耐力の小さい金物の耐力×2 として評価する。ただし、仕口金物と HD 系金

物の足し合わせは不可とする。 

4) 同じ金物であっても柱 1 面に 2 個以上の金物を用いることは不可とする。 

5) 同じ金物を用いる場合は留め付け釘・ビスが干渉しないよう注意する。 

 

＜検討内容＞ 

 複数の金物を柱に取り付ける例として以下がある。 

・平 12 建告第 1460 号の告示表 3 の(ぬ)に該当する金物の固定方法として、「引き寄せ金物 HD-B15×2」

として記載がある。 

・各種金物メーカーでは同じ仕口金物(柱と横架材を直接留め付ける金物)を柱の 2 面に 1 つずつ取りつ

ける場合で、足し合わせ評価結果として増加するものと低下するものの 2 種類の傾向が挙げられて

いるが、増減した値と 1 個×2 の値の差は小さい。 

・HD 金物と仕口金物を足し合わせた場合の評価例はない。これは、強度型と靭性型の足し合わせると耐

力発現の領域が異なり、危険になる場合がある為と考えられる。 

 

 Py2 まで変形保証できないことから  ∑Py≠Py1+Py2 

  

接合面
1 

接合面
2 

1 つの柱の柱頭又は柱脚に接合部金物を複数利用した場合の耐力の加算方法は、設計するうえで判断が

迷う所である。文献では、実際に試験を行ったかで可否が分かれるところでもあり、耐震改修に用いる前

提で検討する。 
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（5）柱脚接合金物とアンカーボルトの関係について 

＜検討内容＞ 

 

 

 

 

＜結果＞ 

アンカーボルトへの引抜き力伝達は土台の曲げ性能・せん断性能により決定される。柱近傍にアンカーボ

ルト 1-M12 の場合、以下の評価が適当と思われる。 

柱接合部金物「へ」 (10kN)以下の金物接合の場合： 

1-M12 アンカーボルト OK。柱近傍に 2 本確認できる場合、金物 20kN まで Ok。 

柱接合部金物「と」(15kN)以上の場合： 

必要ホールダウン金物（アンカー含む）を柱脚に後施工設置する。 

出来ない場合は、以下のどちらかで評価する 

・「と」以上を必要とする方向の耐力壁を基礎Ⅲで評価 

・接合部金物を接合部Ⅰ以外で評価 

 

＜検討内容＞ 

 柱接合部金物から基礎への引き抜き力の伝達について検討する。 

 (1) アンカーボルト耐力(引張破断及びアンカー定着・コーン状破壊) 

 

アンカーボルトの基礎の埋め込みで決まる耐力 

アンカ

ー径 

基礎耐力(kN) 鉄筋 

引張 

(kN) 

埋込長(mm) 

100 125 150 175 200 225 250 

M12 9.8 12.3 14.7 17.2 19.6 19.8 19.8 19.8 

M16 13.1 16.3 19.6 22.9 26.1 29.4 32.7 36.9 

 

120 

400 

240 
以上 

150 

埋込長=L 
新築は 250mm 程度 

断面図 断面図 

120 
200 以内 

補強での柱接合部金物は N 値計算等により設定・評価されるが、既存建物のアンカーボルトは柱近傍に

M12 が 1 本配置されているのみなので、大きな引抜き力がかかる場合はアンカーボルトで基礎に伝達でき

ない場合がある。評価方法を検討する。 
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埋め込みが 200 とすると、M12 で 19.6kN≧15kN（と）金物 

 

 (2) 土台耐力 

  ひば・ひのき 90 角の性能から柱の許容引張耐力 Ta を算出する。 

 ①曲げ（柱からアンカーまでの距離を 200 とする） 

   Ma=Z×fb=121.5×26.7×2/3=216.3kN・㎝ 

   Ta=Ma/X=216.3/20=10.8kN 

 ②せん断 

   Qa=2/3×A×fs=2/3×90×90×2.1×2/3=7.6kN 

   Ta=7.6kN 

 

実際はこれに 1 階壁・床の重し効果が加わっている。 

軽い建物の重量 

 D.L.(N/m2) L.L.(N/m2) T.L.(N/m2) 

屋根(スレート) 950 - 950 

外壁(ラスモルタル) 750 - 750 

内壁(ボード) 200 - 200 

床 600 600 1200 

 

土台の負担荷重 

仕様 
T.L. 負担⾯積 重量 

(N/m2) (m2) (kN) 

1 階外壁(ラスモルタル) 750 2.7×0.91=2.45 1.84 

内壁(ボード) 200 2.7×0.91=2.45 0.49 

1 階床 1200 0.455×0.91=0.41 0.50 

計 - - 2.83 

 

 以上より、 

② 曲げ許容耐力 90 角： 10.8kN+2.83kN= 12.83kN≧10.0kN（へ）金物 

  ②せん断許容耐力 90 角： 7.6kN+2.83kN= 10.43kN≧10.0kN（へ）金物 
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（6）A 工法上下あき耐力壁の配置に関する構造検討 

＜検討内容＞ 

 

 

 

 

＜結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A 工法上下あき合板耐力壁の上下のあき部分では両側柱の曲げ性能により水平力を伝達するため、そ

の他の耐力要素を併用した場合のルールについて検討する。 

 A 工法上下あき仕様に組み合わせる耐力要素によって許容する組合せを設定する。表裏共に上下あき

仕様とすることは不可とする。ただし、壁中央に横架材に達する土壁がある場合は可とする。また、両

側の柱が共に隣接する全面壁、垂壁、及び腰壁に接している場合は可とする。なお、次項例のように別

途柱の検討を行い、安全を確認してもよい。 

 

・両面上下あき  …NG    ・片面上下あき+全面貼り …OK 

 

 

 

 

・両面上下あき+土壁 …OK    ・片面上下あき+筋かい …次項例 OK 

               

 

 

 

 

・両側が全面壁、垂壁、腰壁に隣接している場合 …耐力要素は何を用いても OK 

 

 

 

 

 

上下あき 
全面貼り 

土壁 筋かい 

（二つ割以下） 

上下あき 上下あき 

面材貼り 面材貼り 
上下あき 

+ 

筋交い等 

上下あき 上下あき 上下あき 
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例)二つ割筋かい耐力壁を併用する場合 

 

＜検討式＞ 

1）許容応力度 

柱材の中間部は厚 9mm、幅 200mm の合板を柱一体と考えて細長比を求める。 

中立軸位置 5.4cm  I=908.82cm4 Z=121.5cm3(柱のみ) A=99cm2(複合) i=3.03cm 

合板による軸力が頂部側から脚部側に増加することから、頂部軸力と脚部軸力が異なる場合の座屈長さを

用いる。(鋼構造設計規準 11 章「圧縮材ならびに柱材」 11.4(3)参照) 

L=270cm、ℓk=270×(0.75+0.25×25.83/31.83)=257cm、λ=85 

曲げ：fb=2.22×2/3=1.48kN/cm2 (短期) 

圧縮：fc=1.77×2/3=1.18kN/cm2 (短期) 

λ≦100 よりη=1.3-0.01λ=1.3-0.85=0.45 

座屈：fk=ηfc=0.45×1.18=0.53kN/cm2 

 

2）応力 

単位荷重は「改正基準法の構造関係規定の技術的背景」による 

負担面積は一般的と考えられる部屋サイズ 3640×3640 の半分を仮定する 

長期： NL=3.64m×3.64m/2×(0.55+0.6+1.3)=16.23kN 

短期： 二つ割筋かい付加軸力(柱頭に取りつく側の筋かいによる軸力) 

 Nb1=3.2×0.91m×2.7m/0.91m=8.7kN 

 A 工法上下あき合板(最大α=1.0)による軸力 

 Nb2=5.2×0.91m×2.7m/0.91m=14.2kN 

 Ns=16.23+8.7+14.2=39.13kN 

 曲げ柱頭(Qa:5.2kN/m、隙間 30.0cm、柱２本で負担) 

 M1=30.0×5.2×0.91m/2=70.98kNcm 

 曲げ柱脚(Qa:5.2kN/m、隙間 15.0cm、柱２本で負担) 

 M2=15.0×5.2×0.91m/2=35.49kNcm 

 

3）検定 

上下あき部（柱のみ、軸力 fc チェック） 





 c

s

b fA

N

fZ

M
70.98/(121.5×1.48)+ 39.13/(81×1.18)=0.81 ＜1.0 －OK 

床上部（柱＋合板、fk チェック）； 





 k

s

b fA

N

fZ

M
35.49/(121.5×1.48)+ 39.13/(99×0.53)=0.95 ＜1.0 －OK 
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例)かさ上げ+上あきの場合  

 

＜検討式＞ 

1）許容応力度 

柱材(90mmx90mm)の中間部は厚 9mm、幅 200mm の合板を柱一体と考えて細長比を求める。 

複合の場合の中立軸位置 5.4cm I=908.82cm4 Z=121.5cm3(柱のみ) A=99cm2(複合) i=3.03cm 

合板による軸力が頂部側から脚部側に増加することから、頂部軸力と脚部軸力が異なる場合の座屈長さを

用いる。(鋼構造設計規準 11 章「圧縮材ならびに柱材」 11.4(3)参照) 

L=270cm、ℓk=270cm、λ=90.1 

曲げ：fb=2.22×2/3=1.48kN/cm2 (短期) 

圧縮：fc=1.77×2/3=1.18kN/cm2 (短期) 

λ≦100 よりη=1.3-0.01λ=1.3-0.91=0.39 

座屈：fk=ηfc=0.40×1.18=0.47kN/cm2 

 

2）応力 

単位荷重は「改正基準法の構造関係規定の技術的背景」に

より、負担面積は一般的と考えられる部屋サイズ

3640×3640 の半分を仮定する 

長期： NL=3.64×3.64/2×(0.55+0.6+1.3)=16.23kN 

短期： A 工法上下あき合板(最大α=1.0)による軸力 

 Nb=5.2×0.91m×2.7m/0.91m=14.2kN 

 Ns=16.23+14.2=30.43kN 

 曲げ柱頭(Qa:5.2kN/m、隙間 37.0cm、柱２本で負担) 

 M1=37.0×5.2×0.91m/2=70.98kNcm 

 

3）検定 

上下あき部（柱のみ、軸力 fc チェック） 

𝑀
𝑍⋅ 𝑓௕

൅
𝑁௦
𝐴⋅ 𝑓௖

ൌ 70.98/ሺ121.5 ൈ 1.48ሻ ൅  30.43/ሺ81 ൈ 1.18ሻ ൌ 0.66 ≦ 1.0 －OK 

床上部（柱＋合板、fk チェック） 

𝑁௦
𝐴 ⋅ 𝑓௞

ൌ
30.43

99 ൈ 0.47
ൌ 0.65 ≦ 1.0 －OK 

 他の壁高さとせん断耐力の柱の検定を行った結果を下表示す。検定結果は全て OK であった。 

a
b かさ上げ寸法　a≦370mm

上あき寸法　　b≦370mm

低減α 0.2 0.4 0.6 0.8 1
壁基準耐⼒ 0.95 1.89 2.84 3.79 4.73

2400 0.51 0.51 0.51 0.56 0.66
2500 0.55 0.55 0.55 0.56 0.66
2600 0.59 0.59 0.59 0.59 0.66
2700 0.64 0.64 0.64 0.64 0.66
2730 0.65 0.65 0.65 0.65 0.66
2800 0.69 0.69 0.69 0.69 0.69
2900 0.76 0.76 0.76 0.76 0.76
3000 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84

せん断耐⼒

壁⾼さ
(mm)
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添付：参考金物リスト 2025 

平成 12 年建設省告示第 1460 号第 2号：柱接合部金物 

記号 

N 値 

必要耐力 

Z マーク例 

凡例 

製品名(1 種または 2 種) 

メーカー 

短期基準引張耐力/N 値 

い 

N≦0.00 

0.0kN 

かすがい 

チャームかすがい 

 

株式会社カナイ 

2.4kN /0.45 以下 

－ － － 

ろ 

N≦0.65 

3.4kN 

CP-L 

チビクリ CK 

 

株式会社栗山百造 

3.6kN /0.67 以下 

ミニビルトコーナー※ 

 

株式会社カナイ 

3.6kN /0.68 以下※ 

スマートコーナー 

BX カネシン 

株式会社 

4.2kN / 0.79 以下 

－ 

は 

N≦1.00 

5.1kN 

CP-T 

コンパクトコーナー※ 

 

株式会社タナカ 

6.4kN /1.20 以下 

ホールダウンランサーII 

株式会社住宅構造 

研究所 

5.1kN / - 

DP-2 エーステンプレート・S※ 

BX カネシン 

株式会社 

5.9kN /1.1 以下 

土壁 RV 

 

日興産業株式会社 

5.2kN / - 

に 

N≦1.40 

7.5kN 

短冊金物 

クリコーナーIII+ 

株式会社 

栗山百造 

8.0kN / 1.50 以下 

スリムプレート 

床合板仕様 

株式会社タナカ 

8.5kN / - 

J-003 接合補強システム 

コボット(土台スギ) 

株式会社国元商会 

8.23kN /1.55 以下 

－ 

ほ 

N≦1.60 

8.5kN 

短冊金物 

タイシンコーナー 

 

株式会社カナイ 

8.5kN / 1.6 以下 

フリーダムコーナー 

 

株式会社カナイ 

8.8kN / 1.6 以下 

N-1.6 短ざく金物 300 

株式会社カナイ 

9.4kN / 1.70 以下 
－ 

へ 

N≦1.80 

10.0kN 

HD-B10 

スリムヘビー10※ 

 

BX カネシン株式会社 

10.7kN /2.00 以下※ 

シナーコーナー※ 

 

株式会社タナカ 

11.6kN /2.10 以下※ 

柱交換用パイプ 

コーナー 

株式会社タナカ 

12.1kN / - 

J-003 接合補強システム 

コボット(土台ヒノキ) 

株式会社国元商会 

10.6kN /2.01 以下 

と 

N≦2.80 

15.0kN 

HD-B15 

オメガコーナー15kN II 

 

株式会社タナカ 

15.5kN /2.9 以下 

リフォームコーナー 

15kN 用 

株式会社タナカ 

16.8kN / - 

ホールダウンハング 

株式会社住宅構造研究所 

 

15kN /- 

フリーダムホール 

ダウン B 

株式会社カナイ 

15.6kN / 2.9 以下 

ち 

N≦3.70 

20.0kN 

HD-B20 

オメガコーナー 

20kN 用※ 

株式会社タナカ 

24.5kN /4.6 以下※ 

ヘビーコーナー20kN※ 

 

BX カネシン株式会社 

20.4kN /3.80 以下※ 

ホールダウンボルダ 20 

株式会社住宅 

構造研究所 

20kN / - 

J-004木造SRF接合部補強工法 

構造品質保証 

研究所株式会社 

22.8kN /- 

り 

N≦4.7 

25.0kN 

HD-B25 

クリホールダウン III 

KHD III-15・20・25 

株式会社栗山百造 

25.8kN /4.80 以下※ 

スタンドコーナー ボス 25 

 

株式会社住宅構造研究所 

25kN / - 

HD ジョイント 25kN 用 

 

株式会社タナカ 

28.8kN/5.40 以下※ 

－ 

ぬ 

N≦5.6 

30.0kN 

HD-B15×2 

クリホールダウンⅢ 

KHDⅢ-30・35 

株式会社栗山百造 

37.4kN /7.00 以下※ 

プルースホール 

ダウン 40 

BX カネシン株式会社 

40.3kN /7.60 以下※ 

J-002.2 JBRA-1 システム 

J 建築システム 

株式会社 

46.0kN /- 

－ 

 
※ 仕様が複数あるため代表例を記載し、引張耐力及び N 値は代表例のものを記載。 
  J の番号の工法については、3 章評価シートにて詳細に記載。  
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平成 12 年建設省告示第 1460 号第 1号：筋かい金物 

記号 

倍率 

凡例 

製品名(1 種または 2 種) 

メーカー 

短期基準せん断耐力 kN/m 

 

イ 

1.0 

 

－ － － － 

 

ロ 

1.0 

 

－ － － － 

ハ 

1.5 

筋かいプレート BP 

 

Z マーク金物 

 

1.5 倍筋かい〈リベロ〉 

 

株式会社タナカ 

2.0kN/m 

ジャスティーガセット・ 

ライト 

BXカネシン株式会社 

3.2kN/m 

メタリフ筋かいプレート 

BX カネシン 

株式会社 

2.69kN/m 

二 

2.0 

筋かいプレート BP-2 

 

Z マーク金物 

 

メタリフ筋かいプレート 

BX カネシン 

株式会社 

2.69kN/m 

B イーグレット 2 倍 

 

株式会社タナカ 

 

－ 

ホ 

3.0 

M12 ボルト 

 

Z マーク金物 

 

ヘキサプレート SD 

 

株式会社タナカ 

2.98kN/m 

N-フリーダム筋かいプレー

ト 壁倍率 3 倍用 

株式会社カナイ 

3.73kN/m 

－ 
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木造住宅 低コスト 耐震補強の手引き 2025.3. 

 

平成 12 年建設省告示第 1460 号と同等の接合金物表 

告示 1460 号第 2 号：柱接合部金物 

記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

い 
0 

以下 

Z マーク 
・短ほぞ差し 

・かすがい打ち 

 

 
120mm：40 

150mm：50 

カナイ 

・チャームかすがい

90 
・チャームかすがい

120 
 

短期基準接合引

張耐力 

90：2.3 kN 

120：2.4 kN 

90mm：28 

120mm：30 

ろ 
0.65 
以下 

Z マーク 
・長ほぞ差し込み栓 

・※かど金物 CP-L 

 
接合具：ZN65×10 本 

 190 

栗山百造 ※チビクリ CK 

 
接合具：クリ平頭ビス 5×45×4 本（専用ビス） 

短期基準引張耐力

3.6 kN（N ≤ 0.67） 
116 

カナイ 

・※ミニビルトコー

ナー 

・☆※ミニビルトコー

ナー75（中柱・床合

板仕様） 

 
接合具： 

・YA-S45×4 本（専用ビス） 

・床合板仕様は柱側YA-S45×2本，横架材側YA-

S75×2 本（専用ビス） 

短期基準接合引

張耐力 3.6 kN 
(N ≤ 0.68) 
 
中柱・床合板仕

様 4.2 kN 

（N ≤ 0.70） 

（床合板の厚み

33mm 以下） 

120 
中柱・床合板

仕様：150 

BX 
カネシン 

スマートコーナー 

 
接合具：CPQ-45×4 本（専用ビス） 

短期基準接合引

張耐力 4.2 kN 

（N ≤ 0.79） 

115 

備考． 
1． Z マーク金物の単価は「TANAKA 住宅関連金物カタログ」やネットストアより引用 
2． Z マーク同等金物の単価は各社カタログやホームページより引用 
3． 単価は原則としてネット値 
4． 上下あき工法が施工された箇所の柱接合部に対し、床や天井を壊さずに設置可能な金物に対しては製品情報の前に☆印 
5． 土台が負ける可能性のある金物に対しては製品名の前に※印  
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

は 
1.0 
以下 

Z マーク 

・※かど金物 CP-T 

・※山形プレート 

（または同等以上

の接合方法） 

 
接合具： 

・CP-T ZN65×10 本 

・山形プレート ZN90×8 本（VP），ZN65×12

本（VP-2） 

 
CP-T：265 

VP：160 

タナカ 

・※コンパクト 

コーナー 

・☆※コンパクト 

コーナー床合板 

仕様 

 
接合具： 

 ・TB-55×5 本（専用ビス） 

 ・床合板仕様は 

  柱側 TB-55×3 本 

  横架材側 TB-101×2 本（専用ビス） 

短期基準引張耐力 
 
中柱型 6.4 kN 
(N ≤ 1.2) 
隅柱型 5.3 kN 
(N ≤ 1.0) 
 
床合板仕様： 

中柱型 6.7 kN 
(N ≤ 1.3) 
隅柱型 7.0 kN 
(N ≤ 1.3) 

170 
床合板仕様：

230 

住宅構造

研究所 

※☆ホールダウン 

ランサーII 

 
 
 
 
 
接合具： 

HL-TN8×1 個（専用ナット）， 

鍋ビス 60（シルバーブルー）

×2 本（専用ビス） 

短期引張耐力 
5.1 kN 

－ 

BX 
カネシン 

※DP-2 エーステン

プレート・S 

 
接合具：CPQ-45×6 本（専用ビス） 

短期基準接合引

張耐力 5.9 kN 

（N ≤ 1.1） 

190 

日興産業 ※☆土壁 RV 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
接合具： 

TBA-65×4 本 

短期引抜耐力 
5.2 kN 

1,000 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

に 
1.4 
以下 

Z マーク 

・羽子板ボルト 

・短ざく金物（スク

リュー釘なし）  
接合具： 

・羽子板ボルト M12 ボルト×1 本，M12 ナッ

ト×2 個，角座金 W4.5×40×2 個 

・短ざく金物 M12 ボルト×2 本，M12 ナット

×2 個，角座金 W4.5×40×2 個 

 

羽子板ボルト：

185～475 

短ざく金物：

275～415 

栗山百造 ※クリコーナーIII+ 

 
接合具：クリ平頭ビス 5×75×7 本 

短期基準引張耐力

8.0 kN（N ≤ 1.5） 
303 

タナカ 
スリムプレート 

床合板仕様 

 
接合具： 

柱側 TBA-65×4 本 

 横架材側 TB-101×4 本（専用ビス） 

短期基準接合引

張耐力 8.5 kN 
725 

国元商会 

接合補強システム 

「コボット」 

（スギ土台） 

 
 
 
 
 
接合具： 

M6×85 ×9 本 

（専用コーチスク

リュー） 

許容荷重 8.2 kN 

（N ≤ 1.55） 
3,830 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

ほ 
1.6 
以下 

Z マーク 

・羽子板ボルト 

・短ざく金物（スク

リュー釘あり） 
 

接合具： 

・羽子板ボルト 

  M12 ボルト×1 本，M12 ナット×2 個， 

  角座金 W4.5×40×2 個，ZS50×1 本 

・短ざく金物 

  M12 ボルト×2 本，M12 ナット×2 個， 

  角座金 W4.5×40×2 個，ZS50×3 本 

 

羽子板ボルト：

185～475 

短ざく金物：

275～415 

カナイ ※タイシンコーナー 

 
 
 
 
 
接合具： 

YA-S45×12 本 

（専用ビス） 

短期基準接合引

張耐力 8.5 kN 

（N ≤ 1.6） 

300 

カナイ フリーダムコーナー 

 
 
 
 
 
 
 
接合具： 

柱側 YD-N45×5 本 

 横架材側 YD-N90×2 本（専用ビス） 

短期基準接合引

張耐力 8.8 kN 

（N ≤ 1.6） 

300 

カナイ 
N-1.6 短ざく金物 
300 

 
接合具：M12 ボルト×2 本，M12 ナット×2 個 

短期基準接合引

張耐力 9.4 kN 

（N ≤ 1.7） 

180 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

へ 
1.8 
以下 

Z マーク 

・※HD-B10 

・※S-HD10 

・※HD-N10 

（または同等以上

の接合方法） 

 
接合具： 

・HD-B10･･･[柱]M12 ボルト×2 本，M12 ナット×

2 個，角座金 W4.5×40×2 個 [横架材]アンカー

ボルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の

柱相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 

・S-HD10･･･[柱]M12 ボルト×2 本，M12 ナット×

2 個，角座金 W4.5×40×2 個 [横架材]アンカー

ボルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個 [上下階の柱相互の接合]両引きボル

ト M16×1 本，M16 ナット×2 個 

・HD-N10･･･[柱]ZN90×10本 [横架材]アンカーボ

ルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の柱

相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナット

×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 

 

HD-B：2,150 

S-HD：975 

HD-N：3,500 

BX 
カネシン 

※スリムヘビー10 

☆※スリムヘビー

10 合板タイプ 
 

接合具： 

・YPR-85×5 本（専用ビス） 

・合板タイプは柱側 YPR-85×3 本，横架材側

YPR-115×2 本（専用ビス） 

短期基準接合引張耐力 

中柱型 10.7 kN 

（N ≤ 2.0） 

隅柱型 10.2 kN 

（N ≤ 1.9） 

合板タイプ 

中柱型 10.1 kN 

（N ≤ 1.9） 

隅柱型 10.0 kN 

（N ≤ 1.8） 

380 
合板タイプ：

415 

タナカ 
・※シナーコーナー 

・☆※シナーコーナー

床合板仕様  
接合具： 

・柱側 TBA-65×4 本（専用ビス），横架材側 

TB-101×2 本（専用ビス） 

・床合板仕様は柱側 TBA-65×4 本，横架材側 

TBA-120×2 本（専用ビス） 

短期基準接合耐力 

中柱型 11.6 kN 

（N ≤ 2.1） 

隅柱型 11.7 kN 

（N ≤ 2.2） 

床合板仕様 

中柱型 10.7 kN 

（N ≤ 2.0） 

隅柱型 12.7 kN 

（N ≤ 2.4） 

395 
床合板仕様：

440 

タナカ 
柱交換用パイプ 

コーナー 

 
接合具：TBB-75×8 本（専用角ビットビス） 

短期基準引張耐力

12.1 kN 
短期基準接合耐力

9.3 kN 

1,650 

  

HD-B10 S-HD10 HD-N10 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

へ 
1.8 
以下 

国元商会 

接合補強システム 

「コボット」 

（ヒノキ土台） 

 
 
 
 
 
接合具： 

M6×85 ×9 本 

（専用コーチスク

リュー） 

許容荷重10.6 kN 

（N ≤ 2.01） 
3,830 

と 
2.8 
以下 

Z マーク 

・HD-B15 

・S-HD15 

・HD-N15 

（または同等以上

の接合方法） 

 
接合具： 

・HD-B15･･･[柱]M12 ボルト×3 本，M12 ナット×

3 個，角座金 W4.5×40×3 個 [横架材]アンカー

ボルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の

柱相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×2 個，角座金 W6.0×54×2 個 

・S-HD15･･･[柱]M12 ボルト×3 本，M12 ナット×

3 個，角座金 W4.5×40×3 個 [横架材]アンカー

ボルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個 [上下階の柱相互接合]両引ボルト

M16×1 本，M16 ナット×2 個 

・HD-N15･･･[柱]ZN90×16本 [横架材]アンカーボ

ルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の柱

相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナット

×2 個，角座金 W6.0×54×2 個 

 

HD-B：2,625 

S-HD：1,150 

HD-N：4,250 

タナカ 
※オメガコーナー

15kN II 

 
接合具： 

 柱側 TBA-65×6 本（専用ビス） 

 横架材側 TB-101×3 本（専用ビス） 

短期基準接合耐力 

15.5 kN (中柱型) 

16.0 kN (隅柱型) 

690 

タナカ 
☆※リフォーム 

コーナー15kN 用 

 
接合具： 

 柱側 TBA-65×7 本（専用ビス） 

 横架材側 TB-101×4 本（専用ビス） 

短期基準接合耐力

16.8 kN 
3,500 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

と 
2.8 
以下 

住宅構造

研究所 

☆※ホールダウン 

ハング 

接合具： 

・六角ビス 105（緑）

×4本，六角ビス 75

（緑）×4 本 

（専用ビス） 

・HD-LEG400×1 本 

（専用ボルト） 

・HL-TN12×1 個 

（専用ナット） 

・HL-W/S（専用座金） 

短期引張耐力 
15 kN 

－ 

カナイ 
フリーダムホール 

ダウン B 

 
接合具：YD-H90×4 本（専用ビス，別売） 

短期基準接合耐力

15.6 kN（N ≤ 2.9） 
1,000 

ち 
3.7 
以下 

Z マーク 

・HD-B20 

・S-HD20 

・HD-N20 

（または同等以上

の接合方法） 

 
接合具： 

・HD-B20･･･[柱]M12 ボルト×4 本，M12 ナット×

4 個，角座金 W4.5×40×4 個 [横架材]アンカー

ボルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の

柱相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 

・S-HD20･･･[柱]M12 ボルト×4 本，M12 ナット×

4 個，角座金 W4.5×40×4 個 [横架材]アンカー

ボルト M16/座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個 [上下階の柱相互接合]両引ボルト

M16×1 本，M16 ナット×2 個 

・HD-N20･･･[柱]ZN90×20本 [横架材]アンカーボ

ルト M16／座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の

柱相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 

 

HD-B：3,125 

S-HD：1,350 

HD-N：4,875 

タナカ 

・※オメガコーナー

20kN 用 

・☆※オメガコーナー

20kN 床合板仕様 
 

接合具： 

・柱側 TBA-65×8 本（専用ビス），横架材側 

TB-101×4 本（専用ビス） 

・床合板仕様は柱側 TBA-65×8 本，横架材側

TBA-120×4 本（専用ビス） 

短期基準接合耐力 

中柱型 24.5 kN 

（N ≤ 4.6） 

隅柱型 21.7 kN 

（N ≤ 4.0） 

床合板仕様 

中柱型 23.3 kN 

（N ≤ 4.3） 

隅柱型 25.2 kN 

（N ≤ 4.7） 

775 
床合板仕様：

800 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

ち 
3.7 
以下 

BX 
カネシン 

・※ヘビーコーナー

20 
・☆※ヘビーコーナー

20 合板タイプ 
 

接合具： 

・YPR-85×12 本（専用ビス） 

・合板タイプは柱側 YPR-85×6 本，横架材側

YPR-115×6 本（専用ビス） 

短期基準接合引張

耐力 

中柱型 20.4 kN 

（N ≤ 3.8） 

隅柱型 21.2 kN 

（N ≤ 4.0） 

合板タイプ 

中柱型 20.2 kN 

（N ≤ 3.8） 

隅柱型 22.0 kN 

（N ≤ 4.1） 

650 
合板タイプ：

750 

住宅構造

研究所 

ホールダウン 

ボルダ 20 

 
 
接合具： 

 柱側 六角ビス 75（緑）

×7 本 

 横架材側 六角ビス

105（黒）×4 本 

（専用ビス） 

短期引張耐力 
20 kN 

－ 

構造品質 

保証研究所

株式会社 

木造 SRF 接合部 

補強方法 

 
主要構成部材： 

・SRF ベルト SRF2100

（ポリエステル繊維） 

・SRF 接着剤 SRF300

（ポリウレタン系一液

性無溶剤） 

短期許容耐力 
22.8 kN 
（SRF2100×3 枚，

定着長 200） 

105,050 * 
(セット価格，

テープ長 20m) 

*税込・送料込 

り 
4.7 
以下 

Z マーク 

・HD-B25 

・S-HD25 

・HD-N25 

（または同等以上

の接合方法） 

 
接合具： 

・HD-B25･･･[柱]M12 ボルト×5 本，M12 ナット×

5 個，角座金 W4. 5×40×5 個 [横架材]アンカー

ボルト M16／座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の

柱相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 

・S-HD25･･･[柱]M12 ボルト×5 本，M12 ナット×

5 個，角座金 W4.5×40×5 個 [横架材]アンカー

ボルト M16／座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個 [上下階の柱相互接合]両引ボルト

M16×1 本，M16 ナット×2 個 

・HD-N25･･･[柱]ZN90×26本 [横架材]アンカーボ

ルト M16／座金付きボルト M16×1 本，M16 ナ

ット×1 個，角座金 W6.0×54×1 枚 [上下階の

柱相互接合]両引きボルト M16×1 本，M16 ナッ

ト×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 

 

HD-B：3,700 

S-HD：1,565 

HD-N：4,550 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

り 
4.7 
以下 

栗山百造 
クリホールダウン III  

KHDIII-15・20・25 

 
 
接合具： 

・クリスパイラル 

ビス 7×65 ×5 本 

（専用ビス） 

・アンカーボルト 

M16×1 本 

・M16 ナット×1 個 

短期基準引張耐力

25.8 kN（N ≤ 4.8） 
924 

住宅構造

研究所 

スタンドコーナー

ボス 25 

 
 
 
 
接合具： 

・専用ケミカルカプセル2本 

・専用アンカーボルト 2 本 

・六角ビス 75（緑）×15 本

（専用ビス） 

短期引張耐力 
25 kN 

－ 

タナカ 
HD ジョイント 

25kN 用 
 

接合具：TBA-65×20 本 （専用ビス） 

注．仮どめ用穴に TBA-65×2 本 

短期許容引張耐力

28.8 kN（N ≤ 5.4） 
2,400 

ぬ 
5.6 
以下 

Z マーク 

・HD-B15×2 個 

・S-HD15×2 個 

・HD-N15×2 個 

（または同等以上

の接合方法） 

 
接合具： 

・HD-B15×2 個･･･[柱]M12 ボルト×6 本，M12 ナ

ット×6 個，角座金 W4.5×40×6 個 [横架材]ア

ンカーボルト M16/座金付きボルト M16×2 本，

M16 ナット×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 [上

下階の柱相互の接合]両引きボルト M16×2 本，

M16 ナット×4 個，角座金 W6.0×54×4 枚 

・S-HD15×2 個･･･[柱]M12 ボルト×6 本，M12 ナ

ット×6 個，角座金 W4.5×40×6 個 [横架材]ア

ンカーボルト M16/座金付きボルト M16×2 本，

M16 ナット×2 個 [上下階の柱相互の接合]両引

ボルト M16×2 本，M16 ナット×4 個 

・HD-N15×2 個･･･[柱]ZN90×32 本 [横架材]アン

カーボルト M16/座金付きボルト M16×2 本，M16

ナット×2 個，角座金 W6.0×54×2 枚 [上下階

の柱相互の接合]両引きボルト M16×2 本，M16

ナット×4 個，角座金 W6.0×54×4 枚 

 

HD-B：5,250 

S-HD：2,300 

HD-N：8,500 

栗山百造 
クリホールダウン III  

KHDIII-30・35 

 
 
接合具： 

・クリスパイラル 

ビス 7×65 ×8 本 

（専用ビス） 

・アンカーボルト 

M16×1 本 

・M16 ナット×1 個 

短期基準引張耐力

37.4 kN（N ≤ 7.0） 
1,210 
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記号 N 値 メーカー 製品名 製品画像 耐力，N 値 単価/円 

ぬ 
5.6 
以下 

BX 
カネシン 

プルースホール 

ダウン 40 

 
 
 
 
 
 
接合具： 

・YPR-85×10 本 

（専用ビス） 

・専用座金×1 枚 

・高耐力フレックスアンカーボルト×1 本 

（専用アンカーボルト，別売 900～1,620 円） 

短期基準接合引

張耐力 40.3kN 

（N ≤ 7.6） 

1,180 

J 建築 

システム 

株式会社 

JBRA-1 システム 

主要構成要素： 

・JBRA シート AK-40-10

（アラミド繊維シート） 

・JBRA 専用接着剤 E-

2500（エポキシ樹脂） 

引張定着強度※

46 kN（シート

長さ70 cmクロ

ス貼併用） 
 
※最大引張荷重

にばらつき係数

を乗じた値 

約 196,000 
(1 セット，2

～3 棟分) 
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告示 1460 号第 1 号：筋かい金物 

記号 倍率 メーカー 製品名 製品画像 耐力 単価/円 

イ 1 － － － － － 

ロ 1 － － － － － 

ハ 1.5 

Z マーク 筋かいプレート BP 

 
接合具：M12 ボルト×1 本，M12 ナット×1 個，

角座金 W2.3×30×1 枚，ZN65×10 本 

 252 

タナカ 
1.5 倍筋かい〈リベ

ロ〉 
 

接合具： 

 [筋かい側]TB-30×5 本 

 [柱側]TBA-65×5 本（専用ビス） 

基準せん断耐力 
2.0 kN/m 

475 

BX カネ

シン 

ジャスティーガセ

ット・ライト 
 

接合具： 

 [筋かい側]CPQ-30×7 本 

 [柱・横架材側]CPQ-45×8 本（専用ビス） 

基準せん断耐力 
3.2 kN/m 

330 

BX 
カネシン 

メタリフ筋かい 

プレート  
接合具： 

 [筋かい側]CPQ-30×5 本 

 [柱側]CPQ-45×8 本（専用ビス） 

短期基準せん断 

耐力 2.69 kN/m 
470 
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記号 倍率 メーカー 製品名 製品画像 耐力 単価/円 

二 2 

Z マーク 
筋かいプレート 
BP-2 

 
接合具：M12 ボルト×1 本，M12 ナット×1 個，

角座金 W2.3×30×1 枚，ZS50×17 本 

 714 

BX 
カネシン 

メタリフ筋かい 

プレート  
接合具： 

 [筋かい側]CPQ-30×5 本 

 [柱側]CPQ-45×8 本（専用ビス） 

短期基準せん断 

耐力 2.69 kN/m 
470 

タナカ B イーグレット 2 倍 
 

接合具： 

 [筋かい側]TBA-45×8 本 

 [柱・横架材側]TBA-45×8 本（専用ビス） 

 740 

ホ 3 

Z マーク M12 ボルト 

 
接合具：M12 ナット×1 個 

 85 ～ 540 

タナカ ヘキサプレート SD 
 

接合具： 

 [筋かい側]TBA-45×7 本 

 [柱・土台側]TBA-45×10 本（専用ビス） 

許容せん断耐力 
2.98 kN/m 

465 

カナイ 

N-フリーダム筋か

いプレート 壁倍

率 3 倍用 
 

接合具： 

 [筋かい側]φ6.0×43mm×6 本 

 [柱側]YS-N60×6 本（専用ビス） 

基準せん断耐力 
3.73 kN/m 

350 
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5.3 関連論文 

 

 成果発表論文  

 

・木造住宅耐震補強工法選択のための意志決定ツールに関する研究  

日本建築学会大会技術報告集 第 15 巻 第 29 号, 105-110, 2009 年 2 月 

 

・壁面に部分的な開口部を有する木造面材耐力壁の耐震性能 

日本建築学会大会技術報告集 第 17 巻 第 37 号, 879-884, 2011 年 10 月 

 

・部分的な開口部を有する土壁の耐震性能評価実験  

日本建築学会東海支部研究報告書 第 51 巻 , 2013 年 2 月 

 

・間柱のない壁長一間の木造耐力壁性能評価実験  

日本建築学会東海支部研究報告書 第 52 巻 , 2014 年 2 月 

 

・木造住宅の耐震改修促進に向けた有開口面材耐力壁の実用化 

日本建築学会大会学術講演梗概集 22283 ,2016 年 8 月 
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